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大管長会メッセージ

長い孤独の境遇

第二副管長

卜一マス ・S・ モンソン

恥 書の中でもヤゴブの手紙は・長い間人々に愛読されてきました・簡潔で心温 ま王

る生気に満ちた手紙です。「あなたがたの うち，知恵に不足 している者があれ

ば，その人 は， とがめもせずに惜 しみな くすべての人に与 える神に，願い求 めるがよ

い。そうすれば，与 えられるであろう。」(ヤ コブ1：5)こ のよ・く，知 られた聖句はだ

れもが引用で きるでしょう。しかし，私たちの中で どれだけの人が，ヤコブが説いて

いる信仰の定義 を覚えているで しょうか。ヤコブは，「父なる神 のみまえに清 く汚れ

のない信心 とは，困っている孤児や，や もめを見舞い， 自らは世の汚れに染 まずに，

身 を清 く保つ ことにほかならない」(ヤ コブ1：27)と 述べています。

「Widow」(や もめ)と いう言葉 は
，主にとって極 めて重要な意味があったように思

われ ます。長い衣 を着け，長い祈 りをして義人の振 りをし，その実はや もめたちの家

を食い倒 している律法学者の例を挙 げて，主は弟子たちに気をつけるようにと警告さ

れています。(マ ル コ12：38，40参 照)
なんじ

二一ファイ人 にも直接 このように警告 されてい ます。「われは裁判 をなすために汝
すみやか

らに近 づ き， ……や もめ…… を しい たげ…… る者 とに対 して きび し くまた速 に証 を立

っ… …。」(III二 一 フ ァイ24：5)

ま た予 言者 ジ ョセ フ ・ス ミス に対 して， 主 は この よ うに命 じて お られ ます。 「この
ささげもの や もめみなしご

倉庫は教会員の捧 物 によりて支えられ，寡婦孤児および貧者 も同 じくこれ より給与

を受 くべし。」(教 義 と聖約83：6)

こうした教えはその当時に初めて与えられたものではあ りませんで した。それは今

日で も同じです。イエス ・キリス トはご自身がやもめを気 にかけてお られた ことを，

模範によって一貫 して教 えておられます。ひ とり息子を失って嘆 き悲 しんでいたナイ

ンのやもめに対 して，キリス トはみずから近寄って死んでいた息子の生命 をよみがえ

らせ，驚 くや もめにお渡 しにな りました。また息子 とふた り，餓死 を目前にしていた

ザレパテのや もめには，予言者エ リヤを送 って食物をお与 えにな り，さらに信仰 につ

いてもお教えにな りました。

「でもそれは遠い昔の，はるかかなたの地でのことだ」 と思う人がいるかもしれま

問題;を抱えている人々に対

してさらに熱心に助けの手

を差し伸べるに当たり，そ

の学びの場に子供たちも加

える必要がある。
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せん。 その ような人 に対 して私 は こうお尋 ね した い と思

い ます。 「あな たの家 の近 くにザ レパ テ とい う町 は あ り

ませ んか。 ナイ ン とい う町 はあ りませんか」 と。私 たち

はコロンバ スや コール ビル，デ トロイ トや デ ンバ ー とい

った都市 は知 ってい るか もしれ ません。 しか しその名 前
はんりよ

が何であれ， どの町にも伴侶や， ときには子供を失 った

や もめが住んでいるものです。そして同じように困って

います。現実に悩み悲 しんでいるのです。

やもめの家 というのは普通，大 きくもなければ飾 り立

ててもいません。大抵は大きさも見か けも質素な住まい

です。またアパー トの階段を上 りつめた部屋 とか，廊下

の突 き当たりの部屋に，彼 らはひっそ りと暮 らしていま

す。それ もたったひと間の部屋で。そのような家 に，キ

リス トは皆 さんや私を遣わされるのです。

彼 らは実際に食べ物や着る物がな くて困っているか も

しれません。住 む家 さえもままな らないか もしれません。

そうした必要を満たしてあげられるのは私たちです。 こ

のような人々はいつも，私たちの愛ある言葉や訪問 を待

ちわびています。それは，春 に咲 く花々のように，喜び

をもたらし，心を満たして くれるのです。

寂 し く，孤独 な人 の もとを訪れ よう。

涙 に暮 れ，疲 れ果 ててい る人 を慰 めよ う。

そ して，親切 な行 ない を道 に まき，

きょう，世界 を もっ と明 る くしよう。

(フ ラ ンク ・A・ ブ レ ック夫人)

特別 な助けを必要 とする人々 は， 日々その数 を増 して

います。新聞の死亡記事 を見て ください。そこには人生

の ドラマが展開されています。死 はだれにで も訪れます。

それは足下のおぼつかない老人の もとを訪れ， その招 き

の声はまだ人生の半ばにも達 しない人の耳に響 き，そし

てしばしば，幼い子供たちの陽気な笑い声をかき消 して

しまうのです。

ひつぎを飾った花が色あせ，友人たちの慰めの言葉が
ささ

思い出とな り，捧げられた祈 りや語 られた言葉が心の中

か ら次第 に消え去っていった後， この悲 しみに打ちひし

がれた人々 は，私が 「長 い孤独 の境 遇」 と呼ぶ大勢 の

人々の群れに加わ ります。失ったものは，幼 い子供の笑

い声でしょうか。10代 の子供 のあの活気 に満ちた姿で し
い

ようか。それ とも，あなたを残 して逝った伴侶の，愛に

満ちたやさしい思いや りでしょうか。時 を刻む時計 の音

はことのほか大 きく，時の過 ぎるのはゆっくりで，壁に

囲まれた部屋は，まるで留置場のように思えて くるので

す。

願わ くは，私たちすべてが救 い主の次の言葉を再び胸

に響かせ ることがで きます ように。「わたしの兄弟であ

るこれらの最 も小さい者のひ とりにしたのは，すなわち，

わたしにしたのである。」(マ タイ25：40)

さて，問題 を抱えている人々に対 してさらに熱心に助

けの手を差 し伸べるに当た り， この学びの場に子供 たち

も力口えましょう。

私も子供のころの思い出には事欠きませんが， 日曜 日

の夕食が待ち遠 しくて仕方がなかったのもそのひ とつで

す。死ぬほどおなかがすいて家に帰ると，ロース トビー

フの何 とも言えない香 りが家中に漂ってい ます。急いで

食卓に着いて食事が出るのを待 っていると，母親が よく

こう言った もので した。「トミー，食べ る前 にひ とっ走

りボブおじいさんのところに行 って， これを届 けてきて

くれない?」

私には，なぜ先に食事を済 ませてから届 けないのか，

まった くわか りませんで した。しかしそれ を口に出して

言 うことはせず，急いでボブおじいさんの家 に駆けて行

きました。そして彼が弱った足でゆっくりと歩いて， ド

アの所 に出て来るのをや きもきしなが ら待 っていたもの

です。私が持 って行 った食事 を手渡す と， ボブおじいさ

んは代わ りに先週の日曜 日に届けた食事の皿 を返 して く

れ ました。そして私 に，届 けて くれたお礼 にと言って10

セン トを差 し出すのです。私の答 えは決 まってこうで し

た。「いいえ，受 け取れません。お母 さんにしか られ ま

すか ら。」するとボブはしわだ らけの手で私のブロン ド

の髪をなで，「いいお母 さんだね5あ りが とうって言っ

といてお くれ」 と言いました。

しかし，私は母 には何 も言いませんでした。ボブおじ

いさんの感謝の気持ちは何 も言わなくて も母にはちゃん

と伝わっていると思ったのです。 もうひ とつ私の心に残

っているのは， ボブおじいさんの ところに行った後で食

べた日曜の夕食が，いつもよ り少 しおいしかった ことで

す。

このボブおじいさんは，ひ ょんなことか ら私たちの家

族 と深 くかかわ りを持つようになりました。彼は奥 さん

を亡 くした後ひ とりで暮 らしていましたが，80歳 を超 え

たころに，借 りていた家が取 り壊 されることにな りまし

た。私は，ボブが祖父に窮状 を説明するのを聞 きました。

ポーチの前 にあった古いブランコに3人 で座っている時，

ボブお じいさんは祖父に，寂しげな声でこう言ったので

す。「コンディーさん， もうどうしようもないんですよ。

私 は身寄 りもないし， どこにも行 く当てがない。先立っ
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繋

ものもありませんしね。」

私は祖父が どう答 えるのか見当がつきませんでした。

祖父はゆっくりとポケッ トに手を入れて，革の財布 を取

り出しました。私がせがむと，いつも中から1セ ント硬

貨や5セ ント硬貨を取 り出して私に くれたあの財布で し
かぎ

た。 しか し今回は違いました。祖父は鍵を1本 取 り出し

て，それをボブの手 に握 らせ，やさしくこう言ったので

す。「ボブ， これは隣にある私の家の鍵 だ。使 って くれ

ないか。自分の荷物 をみんな持って来て好 きなだけいて

いいよ。家賃 もいらないし，追い出す人 もいないから。」

ボブお.じいさんの目には涙があふれ，やがてそれはほ

ほを伝 って白いあごひげに落 ちました。祖父の目もうる

んでいました。私は何 も言いませんで したが，その時ほ

ど祖父が偉大に見えたことはありませんでした。私 は自

分の名前が この祖父の名 を取 ってつけられたことを誇 り

に思ってい ます。私はその時 まだ子供で したが，祖父の

この模範 は，それ以来，私の人生に影響を及ぼ してきま

した。

私たち一人一人 は，それぞれ自分だけの特別 な思い出

を持っています。監督 をしていた ころ，ワー ド部でクリ

スマスか ら新年 にかけてひ とり暮 らしの老人の もとを訪

れるのは大 きな喜びでした。そのような人は今 は8人 し

かいませんが，当時は87人 もいました。そうした家々を

訪れるときには，どのようなことが起 こるのかまった く

予測がつきませんで したが，ひとつだけわかることがあ

私たちは，虐げられた人々の重荷を軽くし，寄る辺のな

い者たちの心を慰めなければならない。

りました。それは， このような訪問によって，クリスマ

スの真の精神，すなわちキリス トのみたまに満たされる

ということでした。

私 と一緒に1，2軒 訪問 してみましょう。

数年前のことですが，ファース トサウス通 りの老人ホ
ームでプロフットボールのゲームを見た ことがあ ります

。

部屋に入ると，美しい身なりをしたふた りのやさしそう

な姉妹がテレビの前に座 り，ゲームに熱中 している様子

で した。私 は聞 きました。「どっちが勝 ってますか?」

姉妹たちは答えました。「どこがやっているか もわか ら

ないんだけど，ふたりで こうしていると楽 しいのよ。」

そこで私 はこのふたりの天使の間に座 り，フットボール

のゲームの解説 をしました。その時のゲームほど面白い

ゲームはあ りませんでした。 このため，ある集会 に遅れ

そうにな りましたが，貴重な思い出 とな りました。

続 いてレッドウッ ドロー ドに行 ってみましょう。未亡

人がた くさん住んでいる大きな老人ホームがあるのです。

行 ってみると，明るい電灯の光 に照 らされた居間では，

大勢の姉妹 たちが談笑 してい ました。でも，私たちが訪

れる姉妹 は，自分の寝室でひ とり寂 しく暮らしているの

です。彼女は数年前に脳いっ血で倒れ，以来口が利 けな

くな りました。 しかし，彼女がその耳を通して何 を聞い

ているのか知っている人 はいるでしょうか。私は彼女 と

楽 しかった思い出話 をすることにしました。私の話 に一

言 も返事はな く，かすかな反応 さえ見受 けられ ませんで

した。案の定，付 き添いの人は，彼女が何年 も一言 も口

を利かないでいることをご存 じですか， と尋ねてきまし

た。 しか し，それ は関係のないことです。私は彼女 と一

方通行 の会話 を楽 しんだだけでな く，神 とも交わること

ができたのです。

ウエス トテンプルにも老人 ホームがあり，未亡人が4

人暮 らしています。皆さんはそこに通 じる細い道 をまだ

1度 も通ったことがないでしょう。で も窓のカーテンの

す き問か らは，友の来訪を待ちわびている彼女たちの顔

が見 えました。なん という温かな歓迎でしょう。懐 しい

昔話 に花が咲き，プレゼントが渡 され，祝福が施 されま

した。 しかし時は過 ぎ，別れの時問がやって来ました。

しかし， もうす ぐ100歳 を迎 えるというある姉妹の頼み

にこたえないでは， とてもそのホームを後 にすることは

で きませんでした。彼女は目が見 えませんでしたが，よ

くこう言 ったもので した。「監督，私のお葬式 の時には

必ず話 をして ください よ。そしてアルフレッ ド・ロー

ド・テニスンの詩，『生 と死の とば りを越 えて』 を暗唱

して くださいね。さあ，今やってみてb」 こうして私 は
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ひつぎを飾った花が色あせ，友人たちの慰めの言葉が思

い出となった後，この悲しみに打ちひしがれた人々は，

大勢の孤独な人々の群れに加わる。

次 の詩を吟じ始めました。

よい

宵の明星があかね色の空に一筋の光 を投げかけ

私を呼ぶ声が辺 りにこだまする

このとばりのかなたに旅立つ私
み じん

そこには微塵の悲 しみもない

暮れなずむ浜辺に鐘の音が響 き

やがて漆黒の夜が訪れる

別れを告げる私

そこには寂 しさはない

時 と場所の境 を越 え

潮の流れに任せて船出する今

願 うはこのとばりのかなたで

かの水先案内人のみ顔を拝 さん ことを

彼女の目は見る見る涙でいっぱいになりました。でも

す ぐに笑顔 になって こう言いました。「トミー， とても

よ くで きましたよ。でもお葬式の時 にはもう少し上手 に

で きるわね。」彼女の頼 みに応 じなければな らない 日が

来たのは， それからしばらくしてからのことで した。

かつて，敬愛するキンボール大管長 は貧 しい人々 を抱

えている国か らの訪問者 とお会いにな りました。その時，

大管長の口を通 して出た言葉 は，単なる統計上の言葉で

はあ りませんで した。「皆 さんの国の方々は食べ る物 は

十分あ りますか。伴侶に先立たれた方々は十分な配慮を

受 けていますか。」 これが大管長 の思いや りなのです。

ジ ョージ ・アルバー ト・ス ミス大管長の時代のことで

すが，私たちのワー ド部に病弱な娘 を3人 も抱えた貧 し

い未亡人の姉妹がいました。娘たちは，体 は大 きいので

すが何ひとつ自分ですることができません。 この愛すべ

き女性は，娘たちの入浴か ら，食事，身づ くろいまであ

らゆる世話 をしなければな りませんで した。その上財産

もな く， ほかに頼 る人 もいません。そして，そのような

彼女に追い打ちをかける事態が起 こりました。借 りてい

た家が売 りに出されたのです。 どうすればよいので しょ

う。彼女 はどこへ行けばいいと言うのでしょう。当時の

監督は教会本部に出向いて，教会がその家を購入で きな

いものか と尋ねました。非常に小さな家で，値段 も手 ご

ろでした。しかし，その申請は一応は考慮された ものの，

結局却下されました。気落ちした監督 は，足 どりも重 く

教会本部 の玄関を出ようとしましたが，そこにち ょうど

ジョージ ・アルバー ト・ス ミス大管長が通 りかか りまし

た。あいさつを交わ した後で，ス ミス大管長がこう尋ね

ました。「どういった ご用で教会本部にい らっしゃった

のですか。」大管長 は監督 の説明を一つ一つ注意深 く聞

くと，何 も言わず，「す ぐ戻 ります」 と言ってその場 を

離れ ました。 しばらくして，大管長は満面に笑みをたた

えて戻 って来 ました。そして こう言ったのです。「4階

に行って ください。小切手ができています。すぐに家を

買って ください。」
「で も申請 は却下 されたはずですが。」

その言葉に，ス ミス大管長はもう一度にっこりしてこ

う言い ました。「ち ょうど今再検討 されて承認 されたの

です。」 こうして家 は購入され，そのす ばらしい未亡人

の姉妹 は3人 の娘が全員亡 くなるまで世話をし続 け，や

がて彼女 も天の報いの待つ神の家に旅立って行 きました。

教会の指導者 は，伴侶 を亡 くした人々や寄 る辺のない

人々 に心を配 る必要があります。私たちは， このような

人々 を心にかけないでいることはできないのです。時の

絶頂の時代，夜空にひ ときわ輝 くひとつの星が現われま

した。そして，その星 に従った博士たちは，みどりごイ

エスにまみえました。今の時代 も変わ りはあ りません。

博士たち，賢者 と呼 ばれる人たちは，天を見上 げてひと

きわ輝 くひ とつの星 を見 ています。その星 は私 たちを

様々な機会の待つ所へ連れて行って くれ ます。こうして

虐げられた人々の重荷 は軽 くされ，飢 えた者の泣 き声 は

やみ，寄る辺のない者 たちの心は慰め られ ます。そして，

皆 さん と彼 ら，そして私の魂 に救いが もたらされるので

すQ

どうぞ心か ら耳 を傾 けて ください。 きっとはるかかな

たからこのように語 りかける声が聞こえて くるで しょう。
しもべ

「良 い忠実 な僕 よ
， よ くや った。」(マ タイ25：21)□

話 し合いのポイン ト

1.言 葉 と行ないを通 して，主が力強 く，また一貫し

て教えてお られ ることがある。それは，伴侶 に先立たれ

た人や父親 のいない子供，孤児，貧 しい人々の世話 をす

ることである。

2.特 別な助 けを必要とする人々は， 日々その数を増

している。

3.町 ，ワー ド部，支部のあらゆる所 に，私たちの力

を必要 としている人々がいる。あなたはだれを助 けられ

るだろうか。

4.問 題を抱 えている人々に対 してさらに熱心に助け

の手を差 し伸べるに当た り，私たちは親 として，この学

びの場 に子供たちを加 えることも心に留 めなければなら

ない。
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1942年 ，うら若きアレクサンドリアは戦時下の混乱 したロシアで，

800キ ロの道の りを横断する旅に出ました。

はるかかなたの我が家にたどり着 くのは不可能かと思われたその旅の中で，

彼女を勇気づけたのは祈 りだったのです。

祈 りに導かれて

レジー ・R・ バ ン ・ワゴナー

19
41年 夏，アレクサ ンドリア ・サフロ

ノーバがわずか17歳 の時， ドイツ軍

は東側に目を転 じると，彼女の祖国ロシア

ヘ速やかに侵入 してきました。次第 に深刻

さを増 してきたヨーロッパの紛争が， この

まま自分の生活 と無縁では済まされないだ

ろうとアレクサンドリアは感 じていました

が，彼女 と家族が陥った混乱は想像をはる

かに超 えた悲惨な ものでした。

アレクサン ドリアは，1924年 ，ウクライ

ナ共和国で ミハエル ・サフロノーバ，ハ ン

ナ ・サフロノーバ夫妻の4人 娘のひ とりと

して生 まれました。父の ミハイルは善良な

人であ り，馬を愛する勤勉な人で した。母

17歳当時のアレクサン ドリア

ハ ンナは信仰のあつい人でよ く祈 りましたが，声を出し

て祈ったことはあ りませんでした。当時のウクライナで

は，家庭で宗教 を教 えた り，宗教活動 を行なった りする

ことは禁じられていたか らです。アレクサン ドリアは両

親から貴重な教訓を学びましたが，神 を信頼することを

教 えて くれたのは，彼女の母親で した。

母親 の信仰の模範 は，9歳 のアレクサン ドリアの心 に

忘れられない印象を残 しました。ある日，畑で働いてい

た父親が高熱のためにいつもより早 く家に戻 って来 まし

た。ハンナはす ぐに子供たちを集め，静かにしているよ

うに言 うと，夫のベ ッドの横 にひざまず き，声を出さず

に祈 りました。彼女 は立ち上がると，心配そうに見つめ

る子供たちにほほえみ，「パパはす ぐに良 くなるわ よ」

と言いました。その日のうちに父親の熱は引いて，彼 は

仕事に戻 ることができたのです。アレクサンドリアはこ

の経験を忘れたことはあ りませんでした。

1941年 の11月 には， ドイツ軍がモスクワ

とレニングラー ドまで侵攻 してきました。

その月にアレクサンドリアは，捕虜の身 を

逃れて きたロシア兵 と結婚 しました。戦禍

が背後に迫 るのを感 じて，ふたりはさらに

北 に逃れ，アレクサン ドリアは夫の家族 と

同居するようにな りました。 しかし戦争 は

ここにもす ぐに押 し寄せ，ほかの大勢の家

族 と共に，4カ 月問，近 くの森林 に身 を隠

さなければな りませんでした。

アレクサンドリアは，夫に何 日も会 えず

に過 ごすことがたびたびありました。夫は，

ほかの若者たちと同 じように地下活動の抵

抗組織に入 り，護送車 を襲っていたのです。

彼女は夫が殺 されるのではないか と恐れながらも，何 も

できずにい ました。 さらにアレクサンドリアを苦 しめた

のは，夫の家族が彼女 に示 したさげすみの態度で した。

アレクサンドリアはウクライナ出身で，言葉が違 うため，

夫の家族は彼女 を見下 していたのです。アレクサ ンドリ

アは当時 を思い出してこう語 ってい ます。「私 はいつ も

気が滅入っていて，泣いてばか りいました。」

ある晩，家 に戻った夫は，アレクサン ドリアに衝撃的

な事実をつ きつけました。 自分がナチスに加わったこと

を告げ，彼女 に家を出て二度 と戻って来 るな と言ったの

です。アレクサン ドリアは夫の敵意 に満ちた態度に脅さ

れて家を後にし，再び彼の顔 を見 ることはあ りませんで

した。

800キ ロも離れた実家に帰 るのは不可能 に思われ まし

た。その遠い道の りの ことを思 うと気力 も失せてしまい

そうです。食糧 もな く， さらに悪い ことに季節は冬で し
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た。 しかしそれ らも，ひとりで戦場 を横断する恐 ろしさ

に比べれば，取 るに足 らないことでした。アレクサン ド

リアは，空腹 と衰弱で雪の中に座 り込み，ほほを伝 う涙

が刺すように冷たかったのを覚 えています。彼女 は絶望

の中で母親 の祈 りを思い出し，初 めて，祈ってみようと

思いました。「どうか， どうか家 にた どり着 けます よう

に。」祈 りが聞 き届 けられたか どうかはわか りませ ん。

ともか くも彼女 はこの危険な旅 に出たのです。

冬 はゆっくりと過 ぎていきました。途中，アレクサ ン

ドリアに地図を くれる人がいました。 まるで祈 りの答え

のようでした。一筋の希望にすがって，彼女は農家か ら

農家へ，町から町へ，来 る日も来る日も先へ進みました。

日暮れになると，見ず知 らずの人々に一夜 の宿 を請いま

した。床の上であっても，納屋であっても構いません。

ただ屋内でさえあれば，戒厳令 を破って捕まることも撃

たれることもなかったからです。食糧はほとんどなく，

家の人たちが寝静まった後で，捨て られた食物のバケツ

をあさりました。腐 りかけたパンや じゃがいもの皮以外
しよこう

は食べる物 といってもあ りませんで した。曙光がさす と，

また旅 を続けます。雨漏 りのする納屋で寝たために，湿

気で服がじめじめ していることがよ くあ りました。

ある日の夕方近 く，深い雪の中をいつにな く長 く歩い

たアレクサン ドリアは，疲れ果て，自分の足では戒厳令

に定められた時間までに次の町に着けない ことがわか り

ました。辺 りにはドイツ兵がいます。それを知 っている

彼女 は恐ろしくな りました。突然，干 し草を積んだ ドイ

ツ軍の3台 の馬車が狭い道に現われ ました。アレクサン

ドリアは近 くに身を隠しながら，ひとつの考えが浮かび

ました。 もしも，気づかれずに馬車のひ とつに飛び乗 る

ことがで きれば，暗 くなる前に次の町に着けると考えた

のです。最後の馬車が通 り過 ぎると，アレクサンドリア

はこの向 こう見ずな計画を実行 に移 しました。全速力で

走 りなが ら，馬車の後部 にある横木をつかみ，中に乗 り

込むことができました。

しばらくアレクサ ンドリアは割合に心地 よく揺 られて

いましたが，何 キロか先で，突然，馬車が止 まりました。

彼女 は恐怖に凍 りつきました。近づ く足音を耳 にしなが

ら，アレクサンドリアは目を閉じて心の中で祈 りました。

「愛する神様， どうぞ助けて ください。」足音 はさらに近

づ き， ア レクサ ン ドリアのす ぐ前 で止 ま りま した。 ア レ
あわ

クサン ドリアが顔 を上げると，若 い兵士の憐れみに満ち

た目が注がれていました。兵士 はそこにじっとしている

ように合図をすると，彼女の ことは何 も言わずに仲間の

ところに戻 って行 きました。馬車 の一隊は再び動 き出し，

アレクサンドリアは，無事，次の町にたどり着 くことが

できたのです。

「天父が私を見守 り，助 けて くださった ことを知 って

います。」目に涙を浮かべなが ら彼女 はそう語 ります。

何週間もの旅の末，アレクサンドリアはついに家にた

どり着 きました。体はやせて弱 っていましたが，家族 に

再会で き，あふれるばか りの喜びに満たされました。 と

ころがほどなくして， ドイツ軍 はすべての若 くて強壮な

男女を刈 り集め，列車で ドイツヘ送 り込み，戦闘遂行の

ための作業に就かせ ました。アレクサンドリア も例外で

はありませんでした。アレクサンドリア自身 は気づかな

かったものの，彼女が3カ 月間住んだダッハウの収容所

は別の人々にとっては言葉に尽 くせないほどの悲 しみに

包 まれた場所だったのです。1945年 の春に，アメリカの

連合軍が ドイツに侵入するまで，アレクサン ドリアは農

地か ら農地へ転々 と移 され，様々な仕事 をさせ られ まし

たQ

戦争が終わ ると，アレクサ ンドリアは両親のもとへ帰

る計画 を立てていましたが，病気のため2週 問は入院 し

なければな らず，乗るはずの列車には乗れ ませんで した。

しか し，ロシアに帰国できなかったことは，むしろ祝福

だったと，今，彼女は思っています。 ロシアに帰った人

人 は深刻な生活難 にあえぎ，むしろ生活環境 はドイツの

方がはるかに良かったのです。難民キャンプにいた1945

年，アレクサ ンドリアはアメリカ人の魅力的な青年兵士

と出会い，デー トをしました。数カ月問の交際の後，ふ

た りは結婚 し，2年 後 にロニー ・グレービール曹長 は，

若 い花嫁 をアメ リカに連れて帰 ったのでした。

1959年 に，ふた りの末日聖徒 の宣教師がグレー ビール

家を訪れた時， アレクサンドリアは，彼 らのメ ッセージ

が特別な ものであることに気づきました。夫 とふた りの

子供たち も感銘 を受け，グレービール家族はバプテスマ

に向けて準備 をしました。グレー ビール兄弟 は空軍の命

令で ドイツヘ転勤 しなければな らないことを知ると，出

聖 徒の道/1992年9月 号
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発 の前 にバ プテス マを受 ける決 心 を しました。 しか し，

ア レクサ ン ドリア の方 はジ ョセ フ ・ス ミスが神 の予言 者

か どうか を知 ろう と努 めて いたので した。家族 が ドイツ

に越 してか らの こと，夫 が次 の よ うに言 い ました。 「も

し本 当 に知 りた ければ，天 父の み前 に行 って，尋 ねれ ば

い い じゃないか。」 その 日の晩， ア レクサ ン ドリア は言

われ た とお りに しま した。 「何 が起 きた のか わか りませ

んが， ただ翌 日の朝 になって みる と，私 は ジ ョセフ ・ス

ミスが予言者 で あ る とわか ってい たの です。」彼女 は そ

う説明 します。 ほ とん ど時 を置 かず に，1960年6月 ，当

時西 ドイ ツのカールスル ーで アレ クサ ン ドリア とふた り

の子供 たち はバ プテ スマ を受 け ました。

「とて もすば らしい経験 で した
。」 グ レー ビー ル姉 妹 は

バ プテスマ を思 い出 して， こう述 べて い ます。 「その後 ，

私 の証 は強 ま り，福音 を もっ と深 く知 りたい とい う強 い

気持 ち に とらわれ ま した。 そ して，熱心 に学 び ました。

まるで扉 を通 って，輝 く光 を見 いだ した ように思 い ま し

た。それ は まさし く美 しい光 で した。」

ア レクサン ドリアは29年 間 も祖 国 の土 を踏 んでい ませ

んで した。 しか しその問 に も，両親 と妹 の ひ と りとは，

手紙 で連絡 を取 り合 って い ました。家族 に会 いたい と思

って，何度 も旅行 ビザ を申請 しま したが， 断わ られ てい

たのです。1972年 ， つい に家族 を訪 問す る許 可が出 まし

た。再会 は うれ しくもあ り， 悲 し くもあ りました。母親

とふ た りの姉 妹が他界 していて，年老 い た父親 は目が見

えな くなってい たのです。 それで も，父や妹 の カ トリー
しんせき

ナをはじめ，親戚や旧友たち との再会 はすばらしいもの

でした。

ある時，家族でアレクサンドリアの母親が眠る墓地へ

行 きました。カ トリーナは悲しみのあまり，墓石の上 に

泣 き伏 してしまいました。アレクサンドリアは妹の横 に

ひざまず くと，死が終わ りではないことを説明 しました。

母親は霊の状態で生きていること，いつかまた共に過 ご

せることを話 したのです。カ トリーナは不思議そうな顔

をしましたが， 目は希望 に輝 きました。アレクサンドリ

アができる限 りやさしく救いの計画を説明すると，カ ト

リーナは身 じろぎもせず耳を傾 け，それか ら，一緒 に話

を聞いていた父親の方を向 きました。「お父 さん，今 の

話を信じる?」 父親は涙 を流 しなが ら， うなず きました。

アレクサンドリアが証 をすると，家族の顔 に知識の光が

さすのがわか りました。かつて家族でそのような話をし

た ことはなかったのです。真理の種が まかれたのです。

今 日，アレクサンドリアが得た幸福，霊的な強さ，深

い感謝の念は，福音に対する献身を通 して彼女の生活 に

驚 くべき方法で導 きが与 えられて きたことを物語ってい

ます。17歳 の時に受けた試練の記憶 は，まだ彼女の心 に

痛みを残 していますが，話がヨーロッパ情勢や旧 ソ連 の

最近の変化に及ぶ と，アレクサンドリアは生 き生 きとし

てきます。アレクサンドリアの家族 と同 じように，祖国

では大いなる刈 り入れの時のために大勢のロシア人が備

えられていると，彼女は確信 しています。
かま

しか も，グレービール姉妹はすでに鎌を入れています。

グレービール家では，人々の協力 も得て，月に平均100

個ほどの小包 をロシアに向けて送っています。中には，

聖書 とモルモン経，「福音の原則」，最初の示現のパンフ

レッ ト，イエス ・キ リス トの絵，それにグレービール姉

妹 自身の手紙や証な どが入 っています。

しか も，驚 くほど多 くの返事が返 ってきます。グレー

ビール姉妹 は，ロシアから最初の礼状が届いた時の彼女

の気持 ちを，やさしいまなざしで こう語 ります。「とて

も感動 したんです。言葉では表現できません。 とめどな

く涙を流しました。」

今でもグレービール家 には，パ ンフレッ トを希望する

た くさんの手紙が寄せ られています。そうした手紙のひ

とつに，次のようなものがありました。「私 は神 に関す

る知識 に飢えています。 これほど熱望 したのは初 めてで

す。主があなたに霊感 を授けられ，私 に助けを与 えて く

ださるように，お祈 りいた します。末 日聖徒イエス ・キ

リス ト教会についてもっと知 りたいと思います。また，

教会が私の人生にどのように平安 と満足を与 えて くれる

のかお教えください。どのような資料で も結構です。送

れるものをすべて送って ください。」(一 部抜粋)

ロシア語なまりのある，魅力的な英語で，アレクサン

ドリアは好 きな聖句を引用 しました。「そこであなたが

たは， もはや異国人で も宿 り人で もな く，聖徒たち と同

じ国籍の者であり，神の家族なのである。」(エ ペ ソ2：

19)私 たちが どこに住んでいようと，主は身近にお られ，

助 けを与えて くださることを，彼女 は知っています。□

聖徒 の道/1992年9月 号

12











テ レ ア ピ ー ・ロ ー タ

ア ピーの足 に気 をつけて!

キ ックが命中すれば，一撃の下 に倒

されてしまいます。

で もアピーの足が怖いのは，テコン

ドー(胎 拳道。韓国の護身術)の 試合中

だけです。ニ ュージーランドの トコル

ア市 に住む16歳 のテレア ピー ・ロータ

は，普段は学校で生徒会会長 を務める

素直で賢い女の子です。で も時間のあ

るときには，父親か ら護身術の手ほ ど

きを受 けています。彼女はその才能に

恵 まれ，テコンドー女子ジュニアの部

の全国大会で優勝 しました。 この成功

に，彼女はち ょっと驚いています。大

会で試合をするのは初めてだったか ら

です。ア ピーは，信 じられない とい う

表情 で こう話 しています。「た くさん

の観客が応援 して くれ ました。私の知

らない人たちまでもです よ。」

6人 兄弟の長女であるアピー と，10

歳 になる弟が家族で一番熱心 に父親か

ら訓練 を受 けています。ふたりはスポ

ーツクラブに通 い，そこでアピー も男

子 と一緒に練習に励 んでいます。女子

の中には，彼女 と互角 に競 い合 えるだ

けの強い選手が少ないか らです。

アピーはスポー ツクラブで多 くの時

間 を過 ごしますが，彼女の親友 は，ワ

ー ド部 のロー レルの仲 間た ちです
。

「私 たち4人 はとて も仲 の良い友達 で

す。何 をするにも皆一緒です。良い友

達 に恵 まれて本当によかったと思いま

す」 とアピー は言い ます。「私 たちは

よ く一緒に笑います。物事 を何で も悲

観的に見るようなことはしません。」

アピーや友達 にとって，少 しで も笑

いを生活に取 り入れることで，16歳 と

い う年齢 にあ りがちな誘惑 を退 けやす

くなっています。ア ピーはこのように

述べてい ます。「16歳 とい う年齢 で一

番むずか しいのは，人の誘いを断わる

ことだと思い ます。たとえばだれかに

誕生 日パーテ ィーや旅行 に誘われた と

します。 お父さんやお母 さんは，たぶ

ん子供たちが誘惑に遭 うとい うことを

承知 しています。だか ら親の助言 を聞

いて，誘 いを断わ るのです。すると彼

らは，仲間に引き入れ ようと何 とか説

得 しようとします。で もや っぱ り断わ

らな くてはならないのです。」ア ピー

と彼女の友達は，教会の標準に反する

遊 びをしな くても，た くさんのことを

楽 しんでいます。ですか ら，行 くべ き

ではないパーティーに誘われても，容

易に断われ るのです。

アピーが現在 もこうして元気で生活

している， ということも実 は家族で教

会に入った理由のひ とつなのです。 と

い うの も彼女は8歳 の時，重いぜんそ

くで大変苦 しんでいました。そこで宣

教師 たちが彼女 を祝福すると， まさに
いや

その直後 に彼女 は癒 されたのです。ア

ピーは言 います。「私 は体が本当 に弱

って，何 もできなかったのです。食べ

た り飲んだりす ることさえできない状

態でした。で も宣教師が 『アーメ ン』

と言 った瞬問，元気 になったのです。

私は目を開けて，飲み物が欲 しい と言

いました。皆 は心からほっとして，思

わず吹 き出 してしまいました。私は祝

福 の言葉 についてよ く考 え，それによ

って自分 は元気 になるだろうと確信 し

ました。家族で教会 に入 ったのは，私

が9歳 の時でした。」

アピーには学業を続 ける計画があ り

ます。彼女は大学に行って，ビジネス
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の分野の勉強 をしたい と望んでいます。

ともか く，飛び掛かって くるアピー

の足 には気をつ けて ください。

ロ メ ー ン ・マ ー シ ャ ル

家の前で友達 とバスケッ トボール を

するとき，ロメーンは，緑の丘に白 く

そびえ立っ神殿を見上げずにはいられ

ません。 ロメー ンは文字 どお り，末 日

聖徒イエス ・キリス ト教会の神殿 のす

ぐ近 くに住んでいるのです。近所 に住

む人々 もほとん どが教会員です。友達

も多 くは教会員です。学校 のクラスメ

ー トや先生 も教会員で，高校のバ スケ

ッ トボールチーム もほぼ100パ ー セ ン

ト教会員です。

ロメーンは，ニュージーラン ドのテ

ンプル ビュー市に住 んでいて，「チ ャ

ーチカレッジ」 という
，教会経営 のち

ょうど中学 と高校 に相 当する学校 に通

っています。彼は教会員 に囲まれて学

生生活 を送 っていますが，ただ自分が

教会員 だか らという理由でそうしてい

るのではあ りません。はっきりとした

自分の生活設計を持っていて， しか も

福音をその土台 としているのです。

17歳 のロメー ンが所属するチャーチ

カレッジの 「A-1バ ス ケットボール

チーム」の仲間たちは，国中でよ く知

られています。2年 前まで，全国学生

バスケッ トボール選手権で，5年 間連

続優勝 を果たしていたからです。 とこ

ろが，昨年は3位 に落 ちて しまい，ロ

メー ンはそのことをあま り話 したが り

ません。 ロメー ンたちは学校 に戻 って

から， ほかの生徒 たちに負けた原因を

説明 しなけれ ばならないという苦い経

験 を味わったのです。彼 らはもう二度
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ケッ トボールの最強選手たちが集 まる

のはナショナルチームであって，それ

を職業 とすることはできません。その

代わ り，ロメーンはコーチになろうと

計画 しています。彼は決断を下す こと

についてい くつかの教訓を学びました

が，それは将来良い教師になるために

も役立つでしょう。

ル ー シ ー 。シ ル バ ー

本当の名前 はルシアンといいますが，

テンプル ビュー市 に住 む友達 は皆彼女

をルーシー と呼びます。絵 を描 くのが

好 きな彼女 は，時問があるときにはよ

くスケッチブックを手 にしています。

「小 さい ころ
，私 は兄 の姿 をよく目

で追っていました」 と16歳 のルーシー

は言い ます。「兄 は耳 こそ聞 こえませ

んが，人並み以上の観察力 を持ってい

ると思い ます。絵 を描 くのが上手 なの

です。兄が絵 を描いている姿 を何時間

も見ていることが よ くあ りました。そ

れで私 も絵 に興味 を持 ち始めたのです。

私 は兄 に絵 を教 わ りました。」

ルーシーの兄は現在，結婚 してオー

ス トラ リアに住んでいます。遠 くに住

むこの兄の ことを思 うと，ルーシー は

寂 しい気持ちにな ります。でも兄が幸

せに暮 らしてい ると思うと， 自分 も幸

せな気持ちになるのです。

ルーシー もニュージーランドのチャ

ーチカレッジの学生で，際立 った芸術

の才能で知 られています。絵 を描 くこ

とで は特 に群 を抜 き，音楽を愛 し，踊

りにも非常に優れています。

しか し，ルー シー には考え深い，内

省的な面があ ります。幼 いころか ら家

族 は教会員でしたが，福音が真実であ

ることを自分自身で発見す る必要があ

るとルーシーは感 じました。ルーシー

はこう述べてい ます。「子供 っぽい信

仰か ら，真の知識 に目覚 める必要があ

ると気づいたのです。偶然 に起 きたに

しては，世界 はあまりに も信 じ難いこ

とばか りですから。」

証 を得 ようと苦 しんでいる友

達がいれば，ルーシーは次のよ

うにア ドバイスす るで しょう。

「真理 を知 りたい とい う望 みを

持 ち，福音の原則を実際に試 し

てみるなら，真実か どうかがわ

か ります。福音 は人々への奉仕

をも意味しています。奉仕 をし

て，福音 の原則 に従 っているな

ら，すば らしい気持 ちを感 じます。い

つ も祈って努力 し続 ければ，だんだん

と証が得 られ ます。偶然にそうなるの

ではありません。みたまが とて も強 く

働 きか けるときもあるか もしれません

が，大抵 は少 しずつ感 じられ るように

なるのです。」

ルー シーは神殿の近 くに住んでいる

ことを， うれ しく思っています。彼女

はこう言 い ます。「多 くの人 たちが長

旅 をして神殿にや って来るのを見 ます。

本当に心を動かされ ます。 ときどき私

たちは神殿 の近 くに住んでいることを

当然 のように思って しまいますが，テ

ンプル ビュー市に住んでいることを私

は感謝 しています。人々が神殿 に来て

縣 蜘
悩串魯

・鵜難騰縣 ，孕，一

示す態度を見 ると，私 たちが どれほ ど

恵 まれているかがわかるのです。」

ルーシーが描 く人生 の卓越 したビジ

ョンは，美しい ものです。□
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りぞ
ρ

嚢騒 霧 ，、・ に住む子供力勒 けを求め
.繋鑛 て走 り寄って きました。13

歳になる3人 の少年たちに
饗 灘 懸 物を取られて謙 がらせを

蕪 翻 鰹 …麟 されたの℃ 私にその奪わ
懸一"灘i ，，.hれ た鎖付 きの時計 を取 り返

馨欝 簾磯 灘 霧 してきてほしいと言うので
、、鞍

す。少年たちは私が近づい

ても，例のごとく逃げ出そうともしません。パ ブリー ト

の時計を返すようにと言っても，無視 しています。少年

たちを調べてみましたが，何 も出てきません。彼 らは私

に服 を探 られて， うろたえました。口汚 く私 をののしり

脅 しながら，アパー トを離れていきました。私 はそんな

脅 しの言葉をまともには受け取 りませんで した。

2日 後，何人かの友人に，数人の若い男たちが君のこ

とを捜 し回っていると言われました。

次の月曜 日，25歳 くらいの若い男たちが，一団となっ

て近寄 ってきました。その中のひとりが私 目掛 けて突進
はなづら

し，鼻 面 に殴 りか かって くるまで， 私 は何 が起 きるのか

まった くわ か りませ んで した。 よけ よう としま したが，

遅 す ぎま した。 逃 れ るこ とな どで きませ ん。 初 めは体 中

を殴 られ， その うち，割れ た瓶で切 りつ け られ ました。
ろつこつ

突然，左の脇 に冷たい ものを感 じました。だれかが肋骨

の近 くをナイフで突 き刺 したのです。

襲撃は終わ りました。ふた りの警官が駆 け付けて来た

ため，男たちは逃げ去 りました。友人が私 を助け起 こそ

うとしましたが，多量の出血で衰弱し，意識 を失 ってい

ました。ナイフの刺 し傷に加 えて，頭部 と太 ももに深手

を負い，顔中あざだ らけではれ上がっていました。

警察の車 に乗せられて地元の病院に運ばれました。そ

こで も傷 を縫合することはで きたのですが， もっと大 き

な病院に行 って，内臓に損傷がないか をレン トゲンで調

べなければなりませんでした。

レン トゲン検査が終わると，内臓器官の損傷 を適切に

手当てするために，緊急 に手術が必要だと医師に言われ

ました。

手術室 に入る準備をしている時，父が数分でいいか ら

私 と過 ごす時問をください と頼む と，医師は手短 に済 ま

せるようにと言いました。そして，父ともうひ とりの神

権者が，私の頭 に手 を置いて，祝福をして くれました。

しばらく私は手術室 にいましたが，医師は手術 を終 え

て部屋を出ると父 に言いました。「息子 さんの脇 を刺 し

たナイフの傷 は極めて深いのですが，致命傷 にはなって

い ません。私 はただ傷 口をきれいにしただけです。あな

た方が息子さんの頭 に手を置いて何 をしたのかはわか り

ませんが，いずれにして も，あれが効 いたんです よ!」

私 は4日 間入院 して，全快 にはさらに3カ 月かかりま

した。ただ，伝道の予定 日が先に延 びてしまい ました
い

一。増血 も順調に進み，傷 も癒 えて，間もなく立 って

歩 けるようになりました。

今 日，私が こうして生 きていられるのは，神権の力 と

イエス ・キ リス トヘの信仰 によることを知 っています。

私がこのベネズエラのマラカイボ伝道部で仕えることを，

主が望んでお られたのだと思います。主のぶ どう園で働

けるように，主が私の命 を助けて くださった ことを感謝

しています。□
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家庭訪問メッセージ

家庭 を築 く

恥 典 には，「すべての賢い女性 は主

家を築 く」(欽 定訳箴言1411)

と書 かれてい ます。レンガやわらぶき

の家 に住んでいる女性 もいれば，木造

や石造 りの家に住んでいる女性 もいま

す。 また，結婚 している人 もいれば独

身の人 もお り，子供がいる人 もいない

人 もい ます。置かれた状況が どうであ

れ， どの姉妹 も家庭 を築 きます。そし

てそのためには，青写真，すなわち計

画が必要 とな ります。

中央扶助協会会長 のイレイン ・L・

ジャック姉妹 は，家庭 で計画を立 てる

ことの重要性 について次の ように述べ

ています。「末日聖徒の女性 にとって，

ホームメーキング とい う言葉 にはとて

も重要な意味があ ります。ひ とりで住

んでいても，家族 と一緒 に住 んでいて

も，家庭の中で行 なう仕事はすべて永

遠 の観点か ら見て重要なものであ り，

最善 を尽 くして果 たすべ きものだか ら

です。

ホームメーキングには温かい家族関

係 を築 くことも含 まれます。 また，家

族の衣食 を賄い，一人一人の健康 を気

遣 うな ど，昔 も今 も変わ らない，賢明

な主婦 としての日常の事柄 も含 まれ ま

す。」

ホームメーキングという言葉が指 し

てい る活動 は，どの範囲 まで及ぶので

しょうか。

愛すること，学ぶ こと

愛 し，学ぶ ことに心 を向ければ，毎

日の家事の中に永遠 の価値 を見 いだす

ことがで きます。 トーマス ・S・ モン

ソン副管長 は，家庭 は家族が良い態度

を身につけ，信念 を心の奥深 く植 えつ

ける教室である と述べ，次 のように説

明 してい ます。「家庭 は人生 の実験室

です。」(「聖徒の道」1992年1月 号，

P.75)

賢 明 な女性 は，家族 の幸せ を犠牲に

して まで，家の中を完全 に整 える方 を

重視 したりはしません。 ソル トレー ク

シテ ィーのパ メラ ・サ リー姉妹はこの

ように述べてい ます。「家事 や洗濯 は

ず っと私につきまといますが，3人 の

子供たちはいつ まで も私 と一緒にい ら

れ るわけではあ りません。 はだ しにな

って1時 間 も砂遊びをした り，冬の午

後，家中のおもちゃを使って特製の宇

宙ステーシ ョンを作ったりした ことは，

私に とって特別 な思い出です。年月が

たつにつれて，子供たちに とっても特

別 な思い出 になれば， と思い ます。」

(「エンサイン」1984年3月 号，p.33)

家 庭 を築 くに当たっては，物質的な

財産 よりも霊的な成長が大切です。ニ

ュージーランドのヌハカに住むハー ピ

ー家 の両親 は5人 の子供 たちに
，倹約

し，主に献金を納め，収入の範囲内で

生活す るように教 えたい と思っていま

す。子供 たちが， 自分たちより友達の

方が多 くの物 を持っている， と不平 を

漏 らす とき，ハー ピー姉妹 はこのよう

に諭 しています。 「私 たちはき ょうの

ためではな く，永遠のために準備 して

いるの よ。物質的な物は来世へ は持 っ

て行 けないものね。」

女性が家族 を愛する心 は，家庭での

優先順位 にどの ような影響を及ぽ しま

すか。

祈 ること，自己を大切 にす ること

家庭 を築 く仕事が 自分の能力ではと

て も無理だ と感 じるときは，求めさえ

すれば主の助 けをいただけることを思

い出しましょう。「何 にてもわが名 に
なんじ

よりて御父に願 うところ汝 らのため必

要 なることは汝 らに与 えらるべ し。」

(教義 と聖約88：64)

バ ラ ンスの とれた生活 をするために

は，私 たち自身の精神的，肉体的，霊

的な健康に も気をつ けな くてはな りま

せ ん。元 中央扶助協 会会長 のバーバ

ラ ・ス ミス姉妹は次のように強調 して

います。「私 たち自身 の幸福 に対 する

最終的な責任 は，私たち自身 にあ りま

す。重要なのは私 たちの態度であ り，

物事を受 け入れ る心であり，思慮深さ

です。」(「エ ンサイン」1976年3月 号，

P.22)

皆 さ んの家庭が，良い模範 を示 し，

互いに教 え合い，悩みや問題か ら離れ

て心を慰める場 とな り，家族一人一人

の生活 を豊か にす る所 となるように願

っています。

喜びをもって家庭を築 くには， どう

すれぱよいで しょうか。
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大水 ，風 ，地獄 の門

アー サー ・R・ バセ ッ ト

キリストは二一ファイの民への偉大な説教を締めくくるに当たって，

4つ の原則を教えられました。

私たち：もその原則に従うとき，

キリス トの福音という岩の上に家，すなわち生活を築き上げることができます。

イ
エスが二一ファイの民 に対 して語 られた偉大な説

教は，非常に貴い教 えに満ちています。その説教

は，文字 どお りに多 くの味わい方が可能です。 これか ら，

その偉大な説教の最後の部分に対するひとつの視点を紹

介 したいと思います。つまり，その説教 と対応するジョ

セフ ・スミス訳の聖句を基 にして，聖書の山上の垂訓 を

見 る方法です。

このような視点から読んでみる と， この説教の最初の

章(III二一ファイ12;マ タイ5)は お もに，キリス トの弟

子 とはどのような人物でなければな らないか， とい うこ

とに焦点を合わせているのがわか ります。つ まり，八福

の教 えに挙 げられている様々な特質か ら始まって，最後

は，私たちの天の御父が完全であられ るように，完全な

者 となりなさいという戒めで締め くくられているのです。

次 の章(III二一ファイ13;マ タイ6)は ，主の弟子 たち

が，より完全な者 になろうと努めるとき，神から助けを

いただくにはどうしなければならないのか， という点が

中心 となっています。つまり，断食，真心か らの祈 り，

そして，神以外にはその努力が知 られないような方法で，

なおかつ人か ら報いを求めることな く，ただ神か らの報

いだけでよしとするような施 し物 をすること，などです。

ジョセフ ・スミス訳で見てみると， この説教の最後の

章(III二一 ファイ14;マ タイ7)で ，救い主は弟子たちに

福音を伝 えるために出かけて行 くに当たって， どういう

ことを話 さなければならないのかを教 えておられます。

この章の第1節 をジョセフ ・ス ミス訳で読むと，イエス

が人々に説 くように弟子たちに教 えられた言葉が記され

ているのがわかります。その後の記録 は，ジョセフ ・ス

ミス訳では，正式な説教の続 きというよりも， ときには，

師 とその弟子たちの対話 という形をとっています。

この教 えが，福音の教 えを分かち合いたいと望むすべ

ての人々に与えられたメッセージだとすれば，説教の最

後 の部分 に当たるこの章 は，キ リス トの教会のあらゆる

会員にとって有益な勧告を含んでいると同時 に，教会に

改宗 しようとしている人々にとっても，以下の4つ の大

切 なメッセージを含んでい ます。

1.人 を裁いた り，責めた りしてはな らない。むしろ，

自分 自身の生活 を向上 させてい くことを第一 に求めなけ

ればならない。

2.「 王国の奥義」 を早急に追い求め るのではな く，
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まず第一 に神 と交わ りを持つ よう心が

ける。

3.主 と誓約 を交わす。誓約 を交わ

す ことによって，大いなる祝福 を受け

られるようになると同時に，様々な問

題やチャレンジにも遭遇 し得ることを

理解 しておかなければならない。

4.人 を愛するように努める。みた

まのささや きや導きに耳 を傾 け，教会

員の中に不完全な ところを見つけたと

しても，それ を福音が不完全なためと

考えないようにする。

不当な裁 きを避 ける

…撫

私たちは，人を裁いたり

責めたりすることなく，

自分の生活を改善 しようと

努めるべきである。

私がまだ若い宣教師の ころ， あるこ

とに気づ きました。教会に加入 した人

たちの中に， 自分が宣教師の教 えを受

け入れた時のような情熱をもって福音 を受け入れようと

しない周囲の人々に対 して，批判的な気持ちを持つ人た

ちがいたのです。彼 らは， 自分 をまだ完全に変 えていな

いうちに， まず人を変えたいと考えたのです。私はまた，

これ と同 じような問題で苦 しんでいると思われる宣教師

や会員 も，数多 く見てきました。

建設的でない批判，あるいは主が言われたような 「不

当な裁 き」 をしてしまうのは，いわば人間の持つ共通の

弱点か もしれません。それは，独善 と言 うべきか もしれ

ません し， 自分の間違 った行為を正当化す る言い訳かも

しれません。

しか し，パウロもモルモンも言っているように，福音

の教えの中心は，ク リスチャンとして備えるべき3つ の

特質にあります。つまり，信仰 と希望 と愛， しか もその

うち愛(キ リス トの純粋な愛)が 一番大切だとされていま

す。(1コ リント13;モ ロナイ7：38-48参 照)こ のキ リ

ス トの純粋な愛は，人を結び合わせる力であ り，常 に人

を助けたいという思いをもたらします。一方，不当な裁

きや批判 は，それと反対の働 きをします。残念なことに，

私たちの多 くは， こうした不当な裁 きの被害者 ともな り，

加害者 ともなってきました。そして，それが人問関係を

大きく損なっているのです。

しか し，何 らかの人間関係 を築 こうとする場合，それ

が意図的であろうとなか ろうと， どうしてもある種の判

差
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断をして しまうように思われます。私

たちはだれであっても，過去を振 り返

って， 自分の下 してきた未熟な裁 きの

ことを考えると， 自責の念 にか られる

ものです。私 自身の生涯を振 り返 って

みても，確かにほかに様々な出来事 は

ありますが，ひ とつの出来事だけは特

によく覚えてお り，今なお苦い思い出

として残ってい ます。

ある日，私がユタ大学に併設 されて

いるインスティテユー トのクラスで教

えていた時の ことです。ひ とりの女子

学生が，開会の祈 りの間ずっとだれか

にささや き声で話 しかけていたため，

私 は当惑 していました。問題の学生が

だれかは，す ぐにわか りました。 その

後 も，授業中，ずっと話 し続けていた

からです。私は，ふたりにたびたび視

線を向けました。いつか私の気持ちにふた りが気づいて

くれ るだろうと考えたのですが，一向にその気配 はあり

ません。授業中，何度か，それほど緊急に話 さなければ

ならない用件があるのなら，教室を出て外で話 し合 った

らどうか， と言お うとしました。 しかし，幸いなことに，

どういうわけか，私 は自分の気持ちを口に出して言 った

りはしませんでした。

授業が終わった後で，そのうちのひ とりの学生が私の

もとに来て，あの友人が聴覚障害者だ ということを，授

業が始 まる前 に言わなかったので申し訳なかったと謝 り
どくしん

ました。その友人は読唇はできたのですが，私がいつ も

のように，黒板 を使いなが ら，肩越 しに生徒に話 しかけ，

結果的には生徒に背 を向けて授業 を進めたため，その学

生が講義の内容を 「通訳」 して くれていたのです。私が

もしその事実を知 らないまま，軽率 な裁 きを口に出して

いたら，後でどれほど後悔 しただろうと思うと，そうい

う事態を避けられたことを，今 日に至るまで感謝 してい

ます。

しかし，救い主がその説教 の中で言われている裁 きと

は，特 に， 自分自身の生活 を多 くの面で変 えなければな

らない人々が，なおほかの人を裁いている事実 を指して

言っているようです。それは， まるで全盲の人が，目の

悪い人 のために，微細 な眼科手術 をしようとす るような

ものだか らです。

聖徒 の道/1992年9月 号

28



ジョセフ ・スミスはマタイによる福

音書第7章1節 の翻訳の中で，主が弟

子たちに，正 しい裁 きに努め，決して

不正な裁きをしてはならないと教えら

れたことを明 らかにしています。正 し

い裁 きとは，みたまを受けるにふさわ

しい人物にな りたいと努力を重ねてい

る人々が，みたまの影響を受けて初 め

て可能になるものです。 このようにし

て裁きをする場合 には，人 を高めこそ

すれ，決 して人を傷つけるようなこと

はありません。
なんじ おの
「汝 らは人 をさば くごとく己れもま

たさばかれ」 る(III二一 ファイ14：2)

と言われた主の知恵の深さは驚嘆すべ

きものです。イエスは，その前 にも大

群衆の前に立 って祈 りについて教えて

おられる時， この聖句 と同じ考え方を

次のように説明 されてい ます。「われ らに対 して罪 を犯
ゆる ごと

す者をわれ らの赦す如 くわれ らの罪 をも赦 したまえ。」

(III二一ファイ13：11)ま た，後に 「主の祈 り」 と呼ばれ

るようになった教 えを終 えるに当たって，救い主は再び

次のようにそのみこころを表わし，人々が学ぶべ き原則

を強調 されました。

「汝 らもし人 の罪を赦 さば，汝 らの天 の御父 もまた汝

らの罪 を赦 した もうべし。

されど，汝 らもし人 の罪 を赦さずば，汝 らの父 もまた

汝 らの罪を赦 したまわじ。」(III二一ファイ13：14-15)

つまり，私たちが人 を裁 くときに用いる基準 と同様の

基準で，私たちもまた裁かれるということです。 もし，

日ごろ人 を赦しているならば，最後 の裁 きに臨んで神 も

赦 して くださるでしょう。一方，人を赦 していないなら，

最後の裁 きの座で，赦 しを求めることはで きません。 も

し，人に日ごろ思いや りを示 していないのなら，神に似

た者 とはなっていないのですから，思いや りをもって生

活 している者 に与えられる責任やそれに伴 う祝福を受け

る資格がないということにな ります。思いや りを示 して

いない人には，正義の力が働いて，神の王国では，より

小 さな責任 しか与 えられ ません。神の慈悲 をもってして

も，正義の働 きを無視す るわけにはいかないのです。そ

のような状態にある人は，ほかの人を管理する権能を受

ける備 えも， 日の光栄の王国において神のみもとで生活

「王国の奥義」を

追い求めるのではなく，

まず神と交わることを

学ぶ必要がある。

する権限を授かる備えもで きていない

のです。実際，私たちは人を裁 くとき，

自分がどんな人問かを外に表わしてい

るのです。

救い主はその後，新大陸で選 ばれた

十二弟子たちに，次のように教えられ

ました。
ゆだ

「汝 らはわれが汝 らに委ぬべ き正義

の裁判によりてこの民を裁判する者 と
ゆえ

な るべ き故 に，汝 らはいか なる人 物 に

て あるべ きか。 ま ことに汝 らはわれ と

同 じ人物 な らざ るべ か らず。」(III二 一

フ ァイ27：27)

奥義 を求めるのではな く，主 を求める

偉大な説教の中で人を裁 くことにつ

いて説かれた主は，次に，まだ事態の

重 さを十分 に理解 していない人々が神聖な事柄に触れた

場合の問題点について話を進 めてお られます。ジ ョセ

フ ・スミスは，マタイによる福音書第7章6節 と7節 お

よび二一ファイ第三書第14章6節 と7節 の翻訳に当たり，

新たな深い解釈 を示 しました。その中で，救い主は弟子

たちに，すでに天の国が到来 しているのだか ら，全世界

に出て行 って， あらゆる者に悔い改めを告げよ， と言わ

れています。

また，王国の奥義 を大切に保 つべきこと，すなわち聖

なるものを犬 にやった り，真珠を豚 に投げてやっても，

足で踏みつけられ るだけだか ら，決 して与 えてはならな

いことも教 えられました。

さらにジ ョセフ ・スミスは，弟子たち自身が維持で き

ないような事柄 を世は受 け入れることはできない，した

がって，弟子たちは自分たちの持つ真珠 を世に与 えては

な らない，そうすれば世が向き直ってかみついて くるこ

ともないだろう，それよりも，人々に神を求めるよう教

えよ， と付 け加 えてい ます。「そうすれ ば，与 えられ る

であろう。捜せ，そうすれば，見いだすであろう。門を

たたけ，そうすれば，あけて もらえるであろう。」(マ タ

イ7：6-7;III二 一ファイ14：6-7参 照)

救 い主は弟子たちに，王国の奥義 を大切 に保つように

指示すると同時に，求め，捜 し，見いだすよう，人々に

教 えよと指示されました。それによって，救い主は，私
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たちが福音の知識 を求める際の指針 と

なる規範 を示されたのでした。

その指示の後に続 く教 えは，ジ ョセ

フ ・スミスが山上の垂訓 を，救い主 と

弟子たちとの対話 という形 に翻訳 した

時，一層明確にな りました。救い主が，

新 しく召された宣教師たちに，神 との

私的な交わ りを努めて持つよう人々に

教えよ， と言われた時，パレスチナに

いた弟子たちは，改心 しようとしない

人たちの反応を非常に心配 しました。

つまり，人々が 「自分たちは神を知 っ

ているし，モーセの こともほかの予言

者のことも聞いている。 しかし，神 は

祈 りを聞いては くれないし，我々 には

すでに救いに必要な律法 も与 えられて

お り，それで十分である」 と言 うのを

恐れたのです。

慈藻 警 欝

難
バプテスマを受けると，

それに伴って祝福が

もたらされるだけでなく，

様々な問題も

引き受けることになる。

これに答 えて，主は，父親 のもとにパ ンや魚を求めて

やって来 る子供のた とえを使 って，父親はその子の願い

を必ず聞いて くれるに違いないと言われ ました。それな

らば，人々がご自分の もとへ戻って来ることをだれより

も望んでいる天父が，そうした願いをないがしろにされ

ることがあるだろうか， と問いかけています。(III二一

ファイ14：9-11参 照)い ずれにせ よ，そういう人たち も

いつかは王国の奥義 を理解できるようになるか もしれま

せん。 しかし，完全 に理解できるようになるためには，

まず自分から神に近づ き，みたまの声に慣れ親 しむ必要

があります。(1コ リント2：9-14参 照)

次にイエスは， この正 しい裁 きをせよという教えと，

神の助けを求めよという教 えを，ひとつにまとめ上げ，

短 く要約 した教えとしました。それは一般に黄金律 と呼

ばれています。人に接するときには，自分 も人か らそう

して もらいたい と思 うような前向 きな方法で人 に接する

こと，そして，自分 自身を愛するように神 と同胞 とを愛

するように努 めること。それが黄金律の教えです。

間題との遭遇

私はこれまで，神の王国の会員になることによってあ

らゆる問題から逃れられるという考えを持っていたため

に，教会を離れていった人々 を見てきました。 そういう

ますが，彼 らは，

受 けられる祝福を理解 していないのです。

イエスは弟子たちに， このような問題 も生 じることを

教えよ， と言われ ました。私たちは皆，折 に触れて，そ

うした苦 しい経験は成長のために不可欠なのだ， というー

ことを認識する必要があります。事実，苦難が核 になっ

て，キ リス トを理解できるようになることがあるのです。

私たちが最初の時点か ら， こうした問題を喜んで受 け入

れる覚悟ができていた ら， もっと進歩成長することが可

能だと思われます。

いかなる分野において も，その道の一流の人物になる

ためには， まず血のにじむような努力 と訓練が必要です。

舞踏家であれ，野球選手であれ，音楽家であれ，見事 な

技能 を苦 もな く披露できるようになるまでには，熱のこ

もった練習 と準備 とを，信 じられないほど繰 り返 してい

るのです。ですか ら，私 も，運動選手や舞踏家がいかに

も簡単そうにその技 を披露 して も，常 にその裏には隠れ

た努力があることを思い出すように努 めています。

同じことが，人生における成長 と自由の関係で も言え

ます。キ リス トはその弟子たちを， 自由を得 させるため

に，ある意味で拘束 しました。一方，ルシフェルは自分

に従 う者たちを，永遠 に束縛 しようとして，完全に 「自

由に」 させたもの と思われます。

人たちは，教会に入 った後で，教会員

であるということは，様々な祝福の源

とはなるものの，常 に責任 と義務 とを

伴い， ときには問題や試練 をも甘んじ

て受けることである， と気づ くのです。

また，教会員 は，時問を割 き，最大の

努力をするよう求められ ます。 ときに

は，いらい らさせ られるような人 と付

き合った り，できればかかわ りを持ち

た くない と思 う人 と付 き合 うこともあ

ります。それ は，主がパレスチナで，

福音の網 はあらゆる種類 の魚 を集める

と言われたか らです。(マ タイ13：47

参照)さ らに，教会員 であることによ

って，最善を尽 くす ことをその生 き方

として求 められる場面が数多 くありま

す。新 しい会員の中には，できる限 り，

そうした問題 を避 けたい と思 う人 もい

このような問題 に立ち向かって初 めて
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教会員の間に見られ る

不完全 さをあ りの ままに受け入れ る

救い主は，私たちが完全 な者になろ

うと努力するときに，主 をその導 き手

として信頼するようにと言われていま

す。門か ら入った者 の中で も，道 を見

いだす者は少ないか らであると，主は

その弟子たちに教 えられました。主は

また，新 しい改宗者が模範 とすべきは，

主であって，人ではない， と言われま

した。おおかみ(教 会の内部 にも存在

してい ることは明 らかです)が ，羊，
しもべ

つまり神の僕を装 って近づいて来 るか

らです。 また，神の僕を装って来 る利

己的な者 もいるのだから，常に識別の
たまもの

賜 を求 め る よ うに， と も言 われ ま し

た。 その賜 の助 けによって，行動 と心

醗 離.

教会員は完全な存在であると

思い込むのではなく，

みたまの導きを

求めるようにする。

の思いが異なる者 をはっきりと識別できるのです。

救い主が二一ファイの民に教 えを説かれてから4世 紀

近 くたって，予言者モルモンは息子のモロナイに1通 の

手紙を書 きました。その中で救い主の説教のこの部分 に

ついて，非常に興味深い意見 を述べています。モロナイ

書第7章 の最初の19節 は，実際には，二一 ファイ第三書

第14章16節 か ら23節 に関す るモルモンの注釈 という形に

なっています。 この信仰 と希望，愛 に関す る手紙の中で，

善(人 であれ，考え方であれ)と 悪 とを区別する方法 を掘

り下げて分析 しています。

モルモンの言葉から，悪人であって も，表面的にな ら

良い行ないだと思われる行動 を取れないわけではない，

とイエスは考 えておられたことがわか ります。行動を取

る人の心に汚れがあれば，神の目から見て，その行動自

体が良い行ない として認められないのです。
「それは 『その行 いによって人 の善悪が知れる。その

よ

行いが善ければその人 も善い』 と言う神の言葉を思い出

したか らである。

また， もし悪い人であるな らば善 を行 うことはで きな
ささげもの

いと神が仰せになった。 この ような悪 い人 は捧 物 をし

ても神に祈 って も， もし真心か らこれをしないなら何の

役にも立たない。
ただ

その行いが義 しい と認められないか らである。

もし悪い人であるなら，捧物をしても惜 み惜みするの

で，捧物 をしない と同じことであるか

らその人 は神の前に悪い人であると認

め られる。

またこれ と同じであって，人が真心

でな く祈 る時 は悪い事 と認められる。

神はこのような祈 りを聞き届 けたまわ

ぬか ら何の役に も立たない。

それであるか ら， もし悪い人である

なら善 を行 うことができず， また善い

捧物 もしない。」(モ ロナイ7：5-10。

下 線付加)

モ ルモ ンが記 した これ らの聖句 か ら，

動機 が不純 で あれ ば，人 は祈 った り，
ささ

捧げ物 をして も罪あ りとされることが

わか ります。ですから，モルモンの言

葉 を借 りれば，私たちは最終的には，

自分が どのような人物であったかによ

って裁かれるのであって， どのような

行動 を取ってきたかによって裁かれるのではないという

ことです。モルモ ンはさらに，善か悪かを最終的に見定

めるものは，その行動(あ るいは人)が 人をどれほどキ リ

ス トのみたまに近づけるかとい う点 にあると言っていま

す。「善 を行 えとすす め， またキ リス トを信ぜよ とすす

めるものはみなキリス トの権能によってその賜 として来

るのである……。」(モ ロナイ7：16)

キ リス トは説教の中で，神 の裁 きの座へ来て， 自分は

神のみ名によって予言をした り，悪霊を追い出した り，

神のみ名によって数多 くの不思議な業を行 なってきたの

だから，当然神の王国へ入 る資格がある と主張する人々

(III二一ファイ14：2123参 照)に ついて語っておられま

す。まだ若い宣教師だった ころの私は，常々， この人々

とは，神の教会の会員ではない人 を指 しているものと考

えていました。 ところが，ある日，ジョン ・テイラー大

管長が， この聖句で言っているのは教会の外部 にいる人

ではな く，む しろ教会の内部にいる人のことである， と

教 えているのを読 んで驚 きました。
「これは教会の外部の人のことを指 しているのだろう

いや

か。 そ うで はない。 …… これ は，病 を癒 し，悪 霊 を追 い

出 し， イエ スのみ名 に よって数 多 くの不思議 な業 を行 な

って い るあなたた ち， 末 日聖徒 の ことを指 してい るので

あ る。」(1879年1月6日 ， ソル トレー クステー キ部大会

で の説教 。ハ イ ラム ・M・ ス ミス， ジ ャン ・M・ シ ョダ
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イエスは私たちに，「地獄の門」に打ち勝 てるよう，イ

エスの教えという岩の上 に，家，すなわち私たちの生活

を固く築 くよう教えている。

一ル 「教 義 と聖約 注解 」pp .462-463よ り引用)

裁 きの座で，表 面的 な行 ないだ けで 自分 は義人 だ と主

張 す る人 々 に対 して， 主 は次 の ようにお答 えにな る こと

で し ょう。 「われ は汝 らを少 し も知 らず。罪 悪 を行 う者

よ， わが 前 を去 れ。」(III二 一 フ ァイ14：23。 下 線 付 加)

あ るい はまた， 予言者 ジ ョセ フ ・ス ミスが マタイ に よる

福音 書 の この箇 所 を翻 訳 した よ うに， 「汝 らはわ れ を知

らず」 とお答 えになるか も しれ ませ ん。
かぎ

勝利 を得る鍵 は，神 を知ることにあ ります。すなわち，
つく

神 を愛 し，神 の創 られた もの を愛 し，神 が考 えられ る よ

うに考 える ようにな り，神が感 じ られ るよ うに感 じる よ

うにな り， そ して神 が行 なわ れ るよ うに， 自分 も行 な う

よ うにな る ことにあ ります。主 は，十字 架 におかか りに

なる前の最後 の祈 りの中で，次 の よ うに教 え られ ま した。

「永遠 の命 とは
，唯 一 の， まこ との神 で い ます あなた と，

また，あ なたがつか わ され たイエ ス ・キ リス トとを知 る

ことで あ ります。」(ヨ ハネ17：3。 下 線付加)私 た ちが完

全 な意味で神 を知 る ようになれ ば，永遠 の生命 ，つ ま り，

神 の生命(モ ー セ7：35参 照)に あず か るこ とが で き ます。

それ は，神 と交 わ り， その みた ま と力 とを受 け， み業 に

携 わ り， そ して最終 的に神 と似 た者 にな る ことによって，

可能 にな るのです。

岩の上 に築 く

この説教 は， イエ スか らの勧 告 の言葉 で終 わ って い ま

す。 イエス は， あ らゆ る人 に，岩 の上 にそ の家(生 活)を

築 くよ うに と言わ れ たの です。(III二 一 フ ァイ14：24-

27参 照)こ れ は実 に， この説 教 で初 め に語 られ た メ ッセ

ージで もあ ります
。

説教 の冒頭 の部 分 で，イエ ス は， その教 えに耳 を傾 け

る人 々 に向か って，主 を信 じる信 仰，悔 い改 め， バ プテ

スマ， 聖霊 の賜 を授 か るこ ととい った原 則 を説 かれ ま し

た。 主 は この原則 は， 主 の教 義 で あ る と言 わ れ，「これ

に基 を置 くもの はわが岩 の上 に基 を置 くなれ ば， 地獄 の

門 は これ らの者 に勝 つ こ とを得 ず」(III二 一 フ ァイ11：

31-39参 照)と 教 え られ た ので す。 この教 え は， そ こに

集 っていた二 一 ファイの民 に とって， 実 に大 きな意味 の

あるた とえで した。 それ と言 うの も， 二一 フ ァイ の民 は

つい最近 ， 自分 た ちの家 だ けでな く，営 々 として築 き上

げて きた文明 の多 くが， 大水 や風 ，地震 の ため に，崩壊

してい く様 子 を見 たばか りだったか らです。 そ して今，

彼 らはもっと確かな基盤 の上に新 しい文明を築 き上 げる

ようにと，主の命 を受 けたのです。

この説教 の最後の章では， このような基本的な原則 に

ついて別の表現で教えられているのです。すなわち，人

を裁 くのではな くて，みずから悔 い改 めるよう教え，奥

義や秘義ではな くて，キ リス トを信 じる信仰 を持つよう

教 え，狭い門から入ることによってバプテスマを受 け，

そして，教会においても世 においても善 と悪 を識別する

ことができるようにみたまの導 きを求 めよ， と教えてい

ます。

ある意味では， この4つ の原則 は，いわばこの説教の

すべてとも言えます。事実， この原則 こそ福音 の教 えの

すべてなのです。すなわち，キ リス トとその生き方 を信

じる信仰 を持ち，一層キ リス トに似た者 となるよう自分

の生活 を変える努力をし，バプテスマをはじめ とす る数

数の儀式 を通 じて誓約 を守 り続 ける過程で，神の助 けを

求め，聖霊の賜 を通 じて主の助 けを受 けることが，福音

のすべてなのです。

教育者 として私はこれまで，自分の目覚めている時間

の90パ ーセン ト近 くを，様々な考え方や思想の研究に使

って きました。そして，イエスの教えの広さと深さに驚

くことがたびたびで した。自分の研究の過程で， どんな

疑問に突 き当た り， どんなシステムを考 え出して も， そ

のほとんどがすでに主の広大な教えの中で扱われている

と思われるものでした。

私が さらに感動 を覚 えるのは，主の福音の中心 となる

教 えが実 に簡潔で明瞭である点です。た とえ，この簡潔

な基盤の上 に築かれている神学上の体系が取 り去 られた

としても，この基盤だけは，ひとつの根本的な原則に従

っていけば見いだす ことがで きます。その原則 とは，私

たちが広範 にわたって熱心に探求すれば，御父 と救い主

を知ることができるという原則です。

そのほかの教 えは，皆 この根本的な原則が元 になって

いるにすぎません。 この原則 こそ，キリス トが二一 ファ

イの民に教 えられた偉大な説教の主題であり，私たち教

会員を強めて くれるものです。 この原則 に従っていれば，

私たちは皆，大水や風， そして地獄の門が迫 ろうとも，

滅ぽされ ることな く，固 く立つことができるのです。□
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周 りの人々を知ろうと努力するうちに，彼らを名前でだ

けでな く，「FRIEND」(友 達)と して呼べることに気

づきました。

難

囎鱒
慧

爵
麟瀧繊

懸謹 　　 灘

の うち は，知 らない人 の名前 を呼 んで あい さつす るこ と

に戸 惑い を覚 えま した。問違 って名 前 を呼 ん だ りした こ

ともたび たび あ り， 恥ず か しい思 い をし ました。 しか し，

続 けてい くうち に， 上手 にな ってい きま した。

やがて，1日 で何 人 の名 前 を覚 えられ るか とい う，ゲ

ー ムの よ うにな って きま した。 けげん な顔 で 「生徒 会 の

選挙 か何か に出 るの」 と聞 いて くる人 も， た まにい まし

た。 しか し， 大抵 の人 は快 く思 って くれ てい る ようで し

た。

これ によって影響 を与 え るこ とがで きたので しょうか。

私 はで きた と思 い ます。 あ る時， ワー ド部 で最高齢 のバ

ー トン兄 弟 が 私 に
， 「お嬢 さん， こ

の ワー ド部 でわ しの名 前 を知 って い

るのは， あんただ けだ と思 うよ。 あ

ん たがわ しの ことを心 に留 め，話 し

か けて くれ るの は，実 に うれ し い

よ」 と，言って くれ ました。

学校ではこんなこともありました。

ある日，私のロッカーに匿名のメモ

が張ってあり，こう書いてあったの

です。「きょう，ぽ くにあい さつし

て くれてありが とう。ぼ くは新 しく

転入 してきたばか りで，ぼくの名前

を知ってる人がいるなんて思って も

みなかったよ。温か く迎 えて くれて

あ りが とう。」

以前 は親 しみにくく， とっつきに

くい と思っていた人 も，好 きになる

ことができました。自分か ら名前を

呼んで，好意を持 って接し始めると，

その人たちも好意 を持 って応 じて く

れることが多いのです。

しかし，一番大きな影響を受 けた

のは， 自分自身でした。私の態度は

あ らゆる面で変わ りました。 もう自

分が何の変哲 もない人間だなどとは

感 じな くなりました。 自分は特別 な

人間で，人の役 に立つ，価値あるこ

とを行なっているのだと感 じられる

ようにな りました。私が相手の名前

を呼んで，笑顔であいさつす ると，

彼 らの心が明 るくなるのがわか りま

した。彼 らにとっては小さな影響だ

ったかもしれ ません。 しか し，主の

助 けによって，私にとっては大 きな

影響 となったのです。□
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刈 り入れは終わ り

夏はすでに過 ぎ去 りぬ

アジア北地域会長会第一副会長
ハンインサン

韓仁相

東
西 を結ぶ道が広 く開かれ，交通

手段 の発達 した現代 では，1日

もあれば地球の どこにで も行 くことが

できます。ですから，地域 ごとの伝統

や文化 の特性 もそれほ ど珍 しい ものと

考 えられな くな りました。しか しなが

ら，東洋で食糧 と言えば，や はり小麦

で作ったものよりも， まず米やご飯 を

思い浮かべるのではないでしょうか。

私たちの このような米に対する観念

や生活風土 の影響 により，今で も農業

と言えば稲作 を，豊作 と言えば米がた

くさん収穫で きた年を指 して言 うので

はないで しょうか。

この米のために，農家の人々が水田

に水を張 り，田植 えをし，暑 さや梅雨

の中で稲を育てた夏が昨 日のようです。

早い時期に田植 えを済 ませた所 では，

すでに米を収穫 し，新米のご飯 を食べ

るそうですが，普通の品種 の稲 は，今

黄金の輝 きを放 ちなが ら恥ずか しそう

に頭を垂れて秋 の収穫 を待 っています。

ことに今年の陰暦 の暦は早 く，8月

に立秋が過 ぎ，8月 末が処暑(陰 暦 に

よる季節区分のひ とつ)で した。さ ら

に今月は陰暦による8月15日 の お盆が

あ ります。

韓国や中国など東洋の諸国では，お

盆(韓 国語で 「チ ュソク」)を一年 の中

でも大 きな祭 りとしてその年に取れた

新 しい穀物で食事 を用意 し，先祖 を思

い起 こし，神 に感謝 し， この日を楽 し

み ます。

ご承知 のように秋の収穫は，実際 に

田畑で汗 を流 しなが ら種 をまき，肥料

を与 え，手入れ をして働いた人たちに

特別な喜びを もた らします。 しかしこ

こで，まった く農業 に携わ らなかった

人 たちにも感謝の気持 ちと喜 びを感 じ

ていただきたい と思います。

黄金色の田 と，頭 を垂れた稲，汗 を

流 しながら働いた多 くの人々 について

考 えながら，主がおっ しゃた多 くの収

穫 に思いをはせてみてはいかがでしょ

うか。
あ

箴言には 「悪 しき者 の得る報いはむ
ま

なし く，正義 を播 く者 は確かな報 いを

得 る」(11：18)と い う言葉があります。

また， ガラテヤ人への手紙 に は，「ま

ちがってはいけない，神 は侮 られるよ

うなかたではない。人 は自分のまいた

ものを，刈 り取 ることになる」(6：

7)と 記 されてい ます。

私たちはまさに，植 えたとお りに収

穫 を得 るのです。

この収穫 について，主は最後の審判

のた とえの中で，何度 も言及され まし

た。また，今の時代 にも予言者 ジョセ

フ ・ス ミスとオ リヴァ ・カウドリに，

主 は次のように言われ ました。

「わが子 らよ
，善 を行 うことをお そ

なんじ ま

るるなかれ。何事にても汝 ら蒔 くとこ

ろの ものをまた刈 り入 るべ ければな 曳。
ゆえ

この故 に，汝 ら善の種 を蒔かばそのむ

くい として また善の実 を取 り入 るべ

し。」(教 義 と聖約6=33)

この末の日にキリス トに従 うと決心

した私たち末 日聖徒 は，正 しい行ない

を続 けなが らこの世 を生 き，キリス ト

が 自らを犠牲にして開いて くださった

救いの門に入 り，永遠に生 きることを

願っています。

行 ない とい う種をまき，育 てるなら

ば，立派な収穫 につなが ります。私た

ちが種 をまき，育ててい くこと，すな

わち正 しい行 ないを続 けてい くな らば，

その時流した汗，つまり努力 と苦労が

貴い収穫 をもたらすのです。自分自身

をもう一度吟味 し，本当に行 ないを伴

ロー カ ル
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った聖徒 となれるよう努めていただ き

たいと思い ます。

聖典を読 もうという思いは，す ばら

しいものです。 しか し思っているだけ

では聖典 は読 めません。行なわなけれ

ばならないのです。私たちは，実際に

聖典 を読むという行ないが伴 って初め

て，神のみた まを受 け，聖徒 として生

涯 を送 り，永遠 に対す る確信 を持 つよ

うにな ります。 そうすれば直面するこ

の世の困難や苦痛にも打 ち勝 てるでし

ょう。

祈 りたい とい う思い，伝道の業に携

わ りたいという思い，戒めを守 りたい

という思い，純潔の律法を守 りたい と

いう思い。 この ような思いだけで，私

たちが期待する秋の収穫 を得 られるで

しょうか。「小 なる事 よ り偉大なる事
おこ

起 る。」(教 義 と聖約64：33)最 初 は少

しずっ始 めればよいで しょう。身近な

ところから始 めるのです。

行ないを特 に強調 したヤコブの言葉

を見てみましょう。

「わた しの兄弟 たちよ。 ある人が 自

分には信仰があると称 していても， も

し行 いがなかった ら，なんの役 に立つ

か。その信仰は彼を救 うことがで きる

かQ

あ る兄弟 または姉妹が裸でいて， そ

の日の食物 にもこと欠いている場合，

あなたがたの うち，だれかが， 『安 ら

かに行 きなさい。暖 まって，食べ飽 き

なさい』 と言 うだけで，そのか らだに

必要な ものを何ひ とつ与 えなかった と

したら，なんの役に立つか。

信仰 も，それ と同様 に，行いを伴わ

なければ， それだけで は死んだもので

ある。」(ヤ コブの手紙2=14-17)

兄 弟 姉妹の皆 さん，夏は過 ぎました。

間 もな く秋 の収穫が始 まり，それ もや

がて終わるで しょう。私たちが泣 き叫

びなが ら 「刈 り入れは終 り夏 はすでに

過 ぎ去 りぬ，われ は救われず」(教 義

と聖約56：16)と 言 わな くて もよい よ

うに今か ら決意を新たにして立ち上が

り，キ リス トの教 えに従 って良い行な

いを積 み重ね始める必要があ ります。

神は生 きてお られ，イエスはキ リス

トであ り， この教会 はイエス ・キ リス

トの真実の教会であることを証いたし

ます。□

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●oo● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●o●o● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●o● ●o● ●

■ ふ た りの教会幹部，

七十人会長会に召 される

デ ィディエ長老とポーター長老，8月15日 付で新たな召 しを受ける

大
管長会 は，チャールズ ・ディデ

ィエ長老 とL・ アルディン ・ポ

ーター長老を8月15日 付 で七十人会長

会に召すことを明らかにした。 この召

しは，10月 に七十人 会長会 のマ リオ

ン ・D、・ハ ンクス長 老 とロバ ー ト・

L・ バ ックマン長老が名誉教会幹部に

任命 されるのに伴 って行 なわれるもの

である。

デ ィディエ長老(56歳)と ポーター長

老(60歳)は ，現在共に七十人第一定員

会会員 を務 めている。

ディディエ長老 は199!年10月 以 来，

ユタ北地域会長会副会長 を務め，教科

課程管理部部長補佐 として も働いてい

る。ポーター長老 は1989年10月 以 来，

ユタ南地域会長会会長を務 め，教会伝

道管理部部長補佐 としても働いている。

七十人会長会の新 しい召 しを受けて，

デ ィデ ィエ長老 は教会神権部部長に，

ポーター長老 は教会伝道管理部部長 と

なる。

ディディエ長老は1975年10月3日 ，

七十人第一定員会会員 に支持された。

聖徒 の道/1992年9月 号
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教会初期の改宗者

奈良富士哉兄弟死去

1930年 か ら1934年 まで，当時のヒー

バー ・J・ グラント大管長か ら任命 を

受けて 日本支部初代管理長老 を務 め，

1973年 に 日本でふたり目の祝福師に召
な ら ふ じ や

された奈良富士哉兄弟が，7月2日 に

死亡 した。享年94歳 。

告別式は7月4日 ，東京北ステーキ
と しま

部豊島ワー ド部で，アジア北地域会長

会会長W・ ユー ジン ・ハ ンセン長老，
すぎさわひろゆき

杉澤廣行東京北ステーキ部ステーキ部

長ほか大勢が参列して行なわれた。

77年に及ぶ奈良兄弟の信仰生活には，

数々の出来事があった。24年間の伝道

活動停止の時代，奈良夫妻は4畳 半2

間の会社 の寮 に，同寮に住む子供 たち

を招いて非公式な子供 日曜学校 を行な

った。人数は次第 に増 えて100人 を超

え， クリスマス時には近 くの小学校の

一室 を借 りた こともあった
。

その後， 日本の教会の成長期 には会

員たちに高額 の教会堂や神殿 の建築基

金， ワー ド部予算への献金がチャレン

ジされたが，奈良夫妻はそろって 「必

要な らば全部 出します」 と監督 に言明

す るほどの熱意 を示 した。

1965年 か ら1979年 までに8回 を数え

たハワイ神殿訪問に も，すべて参加 し

ている。

夫妻は1980年の東京神殿献堂時から

2年 間神殿宣教師として奉仕し，解任

後は共に毎週1回 神殿で奉仕を続けた。

この奉仕は昨年暮れ奈良兄弟が入院す

るまで9年 間続いた。
もと こ

妻である源子姉妹(91歳)は ，富士哉

兄弟の人柄 を評 して 「68年間の結婚生

活で，人を悪 く言 うことが一度 もあり

ませんで した。何度か詐欺 にも遭い ま

したが，それで も人を疑 うことをしな

い人で した」 と語 っている。

以下 に紹介するのは奈良兄弟の生前

の証である。

写真上 奈罠兄弟の告別式で話すW・ユージン・ハンセン長老(左)

写真右一1975年8月 ，来日したスペンサー ・W・ キンボール大管長

(左)と 奈罠兄弟
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激動の時代を信仰 と共に

奈罠富士哉

末
日聖徒 イエス ・キ リス ト教会の

存在を私がはっきり知 りました

のは，北海道札幌市 に両親 と共に住ん

でいた12歳 の時，す なわ ち1911年(明

治44年)9月 の ことです。小学校 の友

達 に，「アメ リカ人の宣教師のいるキ

リス ト教会があるか ら行ってみないか。

とて も面白いよ」 と勧め られたので，

教会に行 く気になったのです。 しか し，

教会は私の家か ら歩 いて40分 以上 もか

か る，子供の足で歩 くには大変遠い所

にあ りました。

当時の札幌市 にはまだ市街 を走る電

車 もな く，途 中には様々な教派のキ リ

ス ト教会があ りましたが，末日聖徒イ

エス ・キ リス ト教会以外 の教会 には全

然行 く気がなかったのは， まことに不

思議 なこととしか思われません。
かん り

父 は宮内庁 の官吏で したか ら転勤が

多 く，1913年(大 正2年)4月 ， 同 じ官

吏である長兄 を頼 りに単身で東京に来

て，元東京市牛込 区薬王寺町 にあった

日本東京伝道本部で開かれていた日曜

学校 に一生徒 として集 っていました。

札幌にいた時 と同じように，毎日曜 日

欠か さず教会 に出席 し，モルモン経や

末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会信仰箇

条 の講義， トーマス氏説教集な ど教会

に関するパンフレッ ト数種 によって勉

強いたしました。当時 はこれ らの資料

以外に学ぶものはあ りませんでした。

もち ろん講義中，あるいは説教 などに

は教義 と聖約および高価 なる真珠につ

いての話のありましたことは覚 えてお

ります。 しか し，当時， これ らの翻訳

などは思いも及 ばないことで した。

私 は4年 ほど求道者で したが，1915

年(大 正4年)6月14日 ，17歳 の時，当

時第6代 日本伝道部長であったジョセ

フ ・H・ ステンプ ソン長老によって東

京の多摩川の清流でバプテスマ を受 け，
あんしゆれい たまもの

また按手礼によって聖霊の賜 を授か り

ました。 こ うして私 は末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会 の会員 になったので

す。感激 は大 き く喜び も非常 なもので

した。学生時代に私が教会の会員 にな

ることについて両親の承認 もあり，大

いに理解のあったことは， この上 もな

い幸せで した。
て し かが

それか ら父 は北海道弟子屈 に移 りま

した。私 は東京で学校 を卒業 し，鉄道

省の職員 として甲府市 にある職場に就

職 しました。幸 いにも当時，甲府支部

があ りましたので，各集会 に出席 した

ことは言 うまで もあ りません。 この甲

府で，アロン神権の執事 および教師に

聖任 され ました。

1919年(大 正8年)7月 に大学で学ぶ

ために再 び上京 しました。東京伝道本

部に参 りましてか らは， なお一層熱心

に教会の各集会 に出席いたしました。

1920年(大 正9年)2月 には，祭司職

に聖任され ました。東京伝道本部 にあ

っては，相互発達協会(MIA。 現 在の

独身成人活動 プログラム)の 責任 を与

えられ， また集会 を指導する機会 をも

与 えられた りしてまことに大 きな感激

の時代で した。ステンプソン伝道部長

の監督指導によって一生懸命その責任

を果た したつもりです。

ステンプソン長老が帰米 して第7代

日本伝道部長 になられました方は，ロ

イ ド・0・ アイ ビー長老で，大変かわ

いがっていただきました。アイビー長

老 によって1923年(大 正12年)1月14日 ，

待望 の日本で最初のメルキゼデク神権

の長老職 に按手聖任 されたのです。 こ

れによって将来が広々 と開かれ，神様

の祝福を得て，感謝 の気持ちでいっぱ

いでした。

1922年(大 正11年)ご ろか ら私は南米

のペルーへ留学する目的でスペイン語

を習い始 めました。1年 後にはハ ワイ

神殿で，結婚す る予定にしてお りまし

た ところ，パスポー トが下付 され る間

際の1923年(大 正12年)12月 ， 父が急死

し，学資の出所がな くな り，残念なが

らペルー留学 をあきらめることにな り

ました。

そのころアメ リカでは対 日感情の悪

化 に拍車がかか り， 日米間の情勢が悪

く，アメリカか らの宣教師たちが引き

揚 げるのではないか と聞いていました。

そこで1924年(大 正13年)， 関東大震災

の翌年であ りますが，教会 としては大

切な記念 日である4月6日 の安息 日に，

第8代 日本伝道部長であ られたヒル ト

ン ・A・ ロバー トソン長老夫妻によ り，

日本伝道部が始 まって閉鎖 され るまで，

私たちが最初で最後 となった教会での

結婚式 を挙 げました。相手 は当時まだ
よしみずもと こ

求道者であった吉水源子，現在の奈良

姉妹です。

同年8月 ， くしくもついに日本伝道

部は閉鎖 されました。ロバー トソン伝

道部長をはじめ，第二次世界大戦後に

第10代 日本伝道部長 として来 られるヴ

ァイナル・G・マース長老 ほか宣教師た

ロー カル
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ちを見送 り，横浜港でお別れしました。

顧 みれば末日聖徒イエス ・キリス ト

教会が1901年(明 治34年)8月 ， ウイル

フォー ド・ウッドラフ第4代 大管長の

時代， 日本国布教のため十二使徒 のひ

とりで あった ヒーバー ・J・グラン ト

長老(初 代 日本伝道部長。後 の第7代

大管長)ほ か3人 の宣教師(ル イーズ ・

A・ ケルチ， ホラス ・S・ エ ンサイ ン，

アルマ ・0・ テイラー各長老)の 来 日
かんなん

以来，銀難 の中， 日本国民 に信仰を広

め改宗 に努 めた24年 間の伝道の歴史 を

閉じなければな らなかったのですか ら，
し ごく

まことに遺憾至極であ りました。 これ

は天父なる神様が私たちに与えられた

大いなる試練だった と思います。

しか しなが ら，いつの年，いつの 日

にか再開されるであろうことを願わず

にはお られませんで した。 日本伝道部

閉鎖当時，私 は鉄道省，後 の日本国有

鉄道本社 に勤務 してお りました。東京

はもちろん札幌，大阪に出張や小旅行

の都度，努めて集会に出席 していまし

たので，日本 中で私の知 らない会員は

皆無であった と言って も，あながち過

言ではなかったと思います。なにぶん

全地域の会員数 はわずか137人 で した。

私は，ステンプソン第6代 伝道部長

の時代 に東京伝道部で書記 として奉仕

していました。 したがって全支部 の会

員名簿の整理， そのほか神権 に関す る

聖任証明書の発行などをお手伝いして

いた関係 もあ り，伝道部が閉鎖 され る

と間 もなく，その年の9月 に独断で し

たが，会員間の信仰 と希望 を強めるべ

く会員一同結集 して日本伝道部の再開

を懇願す るために東京，大阪，および

甲府，札幌 に在住の全会員の方々に，

会員の結束 についての趣 旨書 を謄写版

印刷で発行 しました。

ついで私 たち会員相互 の連絡機関誌
しゆ ろ

として，毎月 「椋椙」 というパ ンフレ

ットを発行 し， もっぱら信仰 と希望，

愛の冷却 を防いで参 りましたが，なか

なか思うに任せず，4年 ほどで発行中

止のやむな きに至 りました。

しかし，東京にお きましては， ささ

やかなが ら私の家で，毎 日曜 日，集会

を開いてお りました。当時集会 に出席

されましたおもな会員 は， 白石源吉兄

弟，高木冨五郎兄弟，中川工司兄弟，

望月謙太郎兄弟 さらに当時珍 し くもハ

ワイに宣教師 として召 され，またハ ワ

イ神殿で奉仕をされた奈知江常姉妹で

した。そのような集 まりを通して大い

に激励 された ことを覚 えています。お

そらく大阪，甲府，札幌の会員の方々

も何 らかの方法で集会が持たれ，相互

の交流 を図っていたのではないか と思

われ ます。「椋椙」発行中 は各地の会

員の活動状況 を掲載 していました。大

阪では桂鶴一兄弟，札幌では小野謙次

兄弟，熊谷 たま乃姉妹が中心になって

活躍 していました。伝道部閉鎖後にお

ける会員相互の消息などについて は，

「椋椙」を通 じてソル トレークにある

教会本部に ことごとく報告 しておりま

したので，本部 では私 たちの動静 を理

解 していた と思います。その証拠 とし

て1926年(大 正15年)10月 ， ソル トレー

ク本部か ら特使 として当時東京で開催
はん

された，汎太平洋学術会議に出席のた

め来日された，当時ブリガム ・ヤング

大学学長のS・ ハ リス博士によって，

日本伝道の補助機関としての日本相互

発達協会(MIA)が 正式に開設された

ことが挙げられます。私はその東京相

互発達協会会長に按手任命されました。

残念ながら甲府にはできませんでし

たが，大阪と札幌では組織されました。

こうして私たちの小さな種が芽生え始
ささ

めたのです。感激 して神様に感謝 を捧

げたのは言 うまで もあ りません。そし
しん

て直ちに機関誌を通じて会員相互の親
ぽく

睦 と連絡 のための活動を進めることが

で きました。東京はもちろん，大阪，

札幌で集会が持たれ， 日本での伝道が

再開されることを大いに期待 し，ソル

トレークの本部 との連絡 も頻繁 に行 な

われました。 これ ら仲介の労をとられ

たのは日本伝道部開設当時，4人 のう

ち最年少の宣教師 として来 日し，後 に

第3代 日本伝道部長 としてモルモ ン経

典の 日本語翻訳初版発行者 となったア

ルマ ・0・ テイラー長老 と，初代 日本

伝道部長の ヒーバー ・J・グラン ト長

老のおふた りでした。私は極めて小 さ

な存在であ りましたが，その後1930年

(昭和5年)4月 に ヒーバ ー ・」・グラ

ン ト第7代 大管長か ら日本支部管理長

老 に任命 され，任命証がテイラー長老

から送付 されて きました。私に とって
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は身に余る大 きな責任 を与 えられたの

です。

当時，国際情勢 は激動 し， これ に災

いされて私 は日本国有鉄道職員 として

1934年(昭 和9年)1月 ，南満州鉄道株

式会社 の広野 に派遣され るをやむな く

せ られました。 しか し，幸 いにしてそ

の翌年 の1935年(昭 和10年)7月 ， ブリ

ガム ・ヤング大学 を卒業 して日本 に帰

国された，札幌市出身の藤原武夫兄弟

は専任宣教師 として，また 日本支部第

2管 理長老 として任命 され， 日本での

伝道に従事 されたようです。 しかし彼

もその半ば，指を切 り1年 足 らずして

永眠 され ました。 その ことは惜 しみて

も余 りあることで した。 その後彼 の後

継者 として 日本の会員の中で任命 され

た方の話 を聞いていません。

私が満鉄職員 として満州 に在住 して

か らも，会員間の連絡は恒例 の新年の

あいさっ状によって消息をかろうじて

維持 してお りました。閉鎖当時の第8

代 日本伝道部長 であ った ヒル トン ・

A・ ロバー トソン長老 は， それか ら再

度 日本 に来 られ，伝道に尽 くされて何

人かの求道者にバプテスマを施 された

と聞いています。
ざ せつ

一時挫折の様子 を呈 していたのです

が，私 は再び宣教師が私たちのために

派遣 されることを信 じ，かつ希望 して

お りました。 しか しなが ら，戦争は拡

大 され，ついに全世界 に及び，私たち

にとって残念 この上ない事件になった

と言わざるを得ません。 このころの私

たち末 日聖徒イエス ・キリス ト教会 の

会員は， はなはだしい苦難，暗黒時代

の真っただ中にあった としか， ほかに

たとえようのない状態で した。

救いの道，そ して昇栄 して永遠の生

命 に至 る道が閉ざされることは， シオ

ンの息子，娘たちにとって最大の不幸

事 と言わ ざるを得 ません。 しか し，そ

の非道 な第二次世界大戦 も1945年(昭

和20年)8月15日 に終戦を迎えました。
テンシン

満州か ら中国の天津を経て東京に戻っ

ていた私 は，その年の10月30日 ， 後に

伝道部長を務 めたエ ドワー ド・L・ ク

リソル ド長老がある新聞 に出した，至

急末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会 の会

員 と連絡 を取 りたい旨の3行 の小 さな

広告 を見 たのです。



麟覇

1950年ころ，世田谷区下北沢で子供日

曜学校に出席していた137人の子供と

共に。

戦後伝道部が再開されるまでは，進駐

軍の教会員が日本の教会員を支援した。

当時進駐軍として駐留していたアドニ
ー ・Y・小松長老(左から2番 目)，ラ

ッセル ・N・ 堀内兄弟(左から4番 目)

と奈罠富士哉兄弟(右から4番 目)と源

子姉妹(右端)。1946年 ころ。

私 は早速連絡先 のホテルに行って ク

リソル ド氏 と面会 いた しました。彼 は

海軍中佐 として 日本に駐留 していたの

です。そこでい ろいろ話 した末，私が

メルキゼデク神権 の長老職の保有者で

あること， 日本伝道部閉鎖後 は日本支

部管理長老であったことに関心 を持た

れ， 日本在住会員の状況 などにつ き終

始質問され ました。 それか ら数 日後，

明 日ハワイに帰 られるとい う前 日，再

度妻 と共 にお会い して，一 日も早 く日

本伝道部が再開 されるように懇願 した

ところ，クリソル ド中佐 も極力努力す

ることを約束 して別れ ました。 日本 を

去 るに当たって， ラッセル ・N・ 堀内

兄弟(後 の札幌伝道部長 お よび東京神

殿長)を 紹介 して一切を彼 と相談の上，

教会員 を集 めて これから集会を持つよ

うに とおっしゃいました。

それで私 は焼 け野原になった東京で

古 くか らの会員たちを捜 して， ときに

は5人 ，また7人 と少数で したが，毎

日曜 日，集会を開いてお りました。 し

か し， ピアノが使えて無料で集会ので

きる所 を探すのは，なかなか困難なこ
しんせき

とで した。幸い私の親戚 の所有地で適

当な所があったので， しばらく借 りて

いましたが，新宿近 くの参宮橋では地

理的に不便で したので，その後六本木

の幼稚園や池田山の個人のお宅 の応接

間など，場所 も何回 も変わ りました。

また，援助者 のひ とり， ア ドニー ・

Y・ 小松長老 も進駐軍の兵隊 として在

日中でした。現在七十人である小松長

老 は日本伝道部再開後，第14代 伝道部

長 とな りましたが，終戦当時 は進駐軍

の情報機関におられたそうです。その

ころ丸の内にある大手会社のビルの建
せいさん

物の中で進駐軍の方々の聖餐式が持た

れてお り，小松長老 のご尽力によって

我々 日本人 も毎 日曜日にこの聖餐式に

出席させていただきました。私 はその

期間中，1946年(昭 和21年)2月10日 ，

進駐軍の聖餐式で管理者，司会者のサ

ンダーソン大佐 よ り主任長老に按手任

命 され， まことに身に余 る光栄で した。

こうして私が ク リソル ド海軍 中佐 に

1945年(昭 和20年)11月5日 にお会いし

てか らの集 会 の詳細 な記録 は1947年

(昭和22年)6月29日 まで ソル トレーク

本 部へ の報 告 を続 けなが ら，1948年

(昭和23年)3月 ， 日本伝道部が再開さ

れるまで毎 日曜 日，集会 を続 けました。

(な ら ・ふ じや)，

ロー カ ル
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確か に主は祝福 して くだ さい ました

支部長 中村栄吉

富
山の地に初めて教会幹部 をお迎

えした安息 日,1991年12月22日

は北陸の12月 にしては珍 しい くらいの

晴天に恵 まれ,と て も気持 ちの良い日

となりました。

この良 き日に,ア ジア北地域会長会

会長のW･ユ ージン･ハ ンセン長老 を

お迎えしての教会堂 の献堂式は,こ れ

まで富山の地で信仰 をはぐくんで きた

私 たち一人一人に とって忘れることの

できない,と て も価値 あるすばらしい

ものとなりました。

私は,支 部長 とい う責任を通して3

日間ハンセン長老の近 くで奉仕 した り,

また,時 間を共に過ごす機会が与 えら

れました。その間,ハ ンセン長老か ら

た くさんのす ばらしい特質 を学ばせて

いただいた ことに心から感謝 してい ま

す。会員や求道者一人一人 に対 して純

粋な愛を示 して くださ り,神 様 と人々

に対する感謝の気持ち,神 権者 として

神権 を通 しての祝福 と奉仕,そ して接

す る人 に喜 びと希望を与える人柄な ど,

その行 ないを通 してた くさんの特質を

私たちに教 えて くださいました。

12月23日 に行 なわれた支部のクリス

マス会 では,イ エス･キ リス トの特別

な証人 として最後 に証 をして ください

ました。私 はその証 を聞 きなが ら,私

たちは神様 から特別に召 された指導者

に導かれているとい う感謝の気持 ちと,

また何 とも言 えぬ喜びに心が満たされ,

涙 を抑 えることがで きませんで した。

短い間で したが,こ のような特別 な機

会が与 えられた ことに心か ら感謝 して

います。

思い起 こせば7年 前,家 族5人 でバ

プテスマを受 けるまで,私 は宗教 とい

うものに対 して とて も否定的で暗いイ

メー ジを持っていました。宗教 は人生

に望みを失った人や,こ の世で何 も頼

るものがな くなった人が求めるもので

あ り,自 分 にはまった く関係のない も

のであると思い続 けてい ました。 とこ

ろが,母 親が仕事 を通 して知 り合 った

とて も魅力的な兄弟か ら,人 生の目的

と神様の計画について初めてお話 を聞

いた時,私 の これ までの宗教 に対する

考 え方や思いは,ま った く違っている

ことがわか りました。

神様が私たちに与 えて くださった福

音 は,と ても積極的な明 るいものであ

り,自 分に厳 しく,大 切な ものを生涯

をかけて守 り通 してい くもの,そ して

希望 と喜びに満 ちあふれているもので

あると知 りました。それか ら,ふ たり

の宣教師が私たち家族 に紹介 されまし

た。福音を学んでい くほどに,若 い時

か ら神様 の戒めを守って生活 してきた

宣教師 の人柄 にとて も心 を打たれまし

た。そして｢自 分 もそ うあ りたい,自

分 もそのような人物になりたい｣と 心

の中に変化が あったことを思い出しま

す。

｢わ が教会の兄弟諸君 よ
。私 はあな

こんにち

たたちに聞 くが,あ なたたちは今 日霊

によって生れ神の子になっているか。

聖徒 の道/1992年9月 号
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も伝道部長 の言われた とお りの家賃で,

広 さも何 とか40人 ほどが集える くらい

の ものだったのです。 こうして伝道所

の集会所 も見つか り,9月21日 に そこ

で初めて集会 を開 くことができました。

私はそのことがあって,ど んな問題で

も管理者の助言は自分 たちが信仰 を持

って行動すれば必ずその とお りになる

ことを確信 しました。そして自分の信

仰が,途 中であきらめるような情 けな

い ものであったことを思い知 らされ,

その後の信仰生活 に大 きな影響 を受 け

ました。

この伝道所 には,1983年2月 に閉鎖

され るまで2年 余 り集い ました。初 め

の1年 間はひ とりも改宗者がいません

で した。何度 も失望 を感 じましたが,

2年 目に入 ってか らは何人 もがバプテ

スマを受けました。当初50人 を目標 に

して8人 で始 まった伝道所 は,転 入者

もいましたがそれで も閉鎖 される前 は

登録者はちょうど50人 になっていまし

た。集会 も30人 を超 える日が ときどき

あり,出 席者の多い日にはクラス分 け

どころか肩 をす り合 わせるようにして

集会 を開 きました。 自分たちの教会堂

が欲 しい と強 く思いました。 また富 山

支部 と一緒 になることが決 められて,

しか も新 しくもっと広い独立 した教会

の建物が与 えられ ると聞いた時 は,本

当にうれ しく思いました。

1983年2月20日,再 び富 山支部 と,

伝 道所 のあった場所からさほど遠 くな

い所にあるビル に,一 緒 に集 うことに

な りました。 ビルへ入った時私たち富

山支部 はなん と恵 まれているのだろう

と思いました。信仰 は物ではない とわ

かっていて も,美 しい教会堂へ毎週集

えるのは本当にすばらしい ことです。

で もそこも日がたっ にっれ問題が生 じ

てきました。外回 りの鉄骨はさびがひ

どく,駐 車場 も狭 く,車 で集 う人 はい

つ も困っていました。前 はす ぐ国道で,

.小さな子供たちには危ないこともあ り

ました。

今私たちにいただいているこの礼拝

堂は,本 当に美 しくきれいです。 これ

か らは指導者が言われ るように,そ の

美 しい建物の中に集 う私 たちが,建 物

に負けないような きれいな心 と清い思

い,奉 仕の心を持ち,親 切な行 ないを

しなければと思い ます。 どんなにすば

らしい建物の中に集 っていて も,人 を

ねたんだ りさげすんだ り,い がみ合っ

た り,互 いに協力 をし合 えなかった り

した ら,そ んな建物 の美しさな ど何の

意味 もありません。私の集 っている富

山支部 には とて もすばらしい人 たちが

います。私 はこのような人たちの中で

福音を守っていけることを感謝 してい

ます。 どれだけの助 けや励 ましをいた

だいてい るかわか りません。

今,富 山支部 は出席者が80人 足 らず

ですが,将 来 さらに人数が増 えて今の

集会所では入 りきれ ません と言える日

が来るように,伝 道に力 を注 ぎ,会 員

相互のきずなを強 めていきたいと思 っ

ています。(ふ じい･し ょういち 地

方部宣教師)

｢怒 る にお そ く

あるべ きである｣

金山陽子

今
年,私 が立てた目標 は｢家 族 を

愛 し大切 にすること｣で す。私

の家族は教会員ではあ りません。

私が教会 に入 ったのは約3年 前です。

そのころは教会の活動に出かけようと

す るたびに｢ま た行 くの?｣と か｢い

い加減にしなさい｣な ど散々言われま

した。 また私は父 とひ どく口げんかを

した ものです。父が何か言 うたびに私

は反発 しました。それが悪 いというこ

とに気づ くのは,い つも口げんかの後

です。その時の気分は もちろん とても

嫌な ものです。せ っか く教会 に入 った

のに……。何 とか しなければ……と,

そ う思 っていた時セ ミナ リーが始 まり,

参加 することができました。そ して,

霊 的目標や身体的 目標 を立 てることに

なり,早 速,私 は霊的目標 を｢父 と口

げんかをしない｣に しました。

聖徒 の道/1992年9月 号

ヱ0

や はり最初 は困難で したが,父 に言

い返 そうとした時,自 分 の目標 とセ ミ

ナ リーで学んだ聖句 を思 い出 しました。

｢人 はすべて
,聞 くに早 く,語 るにお

そく,怒 るにおそくあるべ きである。｣

(ヤ コブの手紙1:19)そ して,セ ミナ

リーで学 んだ言葉 も思い出しました。

もし,あ らゆる口汚 い言葉 を慎 むな ら

ば,次 第 に完成への道 を歩む ことがで

きるのであると。

私 は出かかった言葉 を飲み,怒 りを

抑えて普通 に父 と話せるようになって

い きました。

それか ら2年 後,あ る試練が訪れ ま

した。今度 は母 に,と 言 うよ り母が信

じる宗教 に対 して,良 い印象 を持つ こ

とがで きませんで した。それ は家庭に

も被害 を及 ぼし,し かも経済的なもの

でした。 もともと経済的な事情 で進学

がむずか しか った私 はシ ョックでした。

しかし,い つ まで も怒 ってはいられ

ません。私は愛する友達か ら励 まされ,

聖 典 を読んだ り,祈 った りして怒 りを

抑 えることがで きるよう,ま た元のよ

うに母 を愛せるよう努めました。

一度怒 った相手を再び愛することは

とてもむずかしいです し,愛 について

の聖句のように行動する ことも容易で

は あ りませ ん で した。(1コ リン ト

13:4-8;モ ロ ナイ7:45参 照)で

すが今では,母 を元 のように愛せ るよ

うにな りました。1コリン ト人への第一

の手紙第10章13節 に あるように,こ の

世で耐え られない ような試練 に遭 うこ

とはないのです。求 めれば本 当に天父

は助 けを くださるし,ま たそれによっ

て成長す ることがで きるのです。

初めは私が教会 に行 くのが気 に入 ら

なか った両親で したが,今 では日曜 日

の朝｢き ょうは教会 だったね。気をつ

けて｣と 見送って くれるまでにな りま

した。理解ある家族 や友人,多 くの兄

弟姉妹 に感謝 しています。

天父の福音を学ぶとき,ま た,予 言

者の勧告に従 うとき,確 かに祝福 を受

けることを証 します。(か なや ま･よ

うこ 支部初等協 会会 長会第 二副会

長)
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去年,真 新 しい教会堂でバプテスマ

を受 けました。 その時,自 分では考 え

られないような不思議な ことが私の身

に起 こりました。
あん

バプテスマを終え,神 権者による按
しゆれい

手礼を受けた時か ら気持 ちに変化があ

りましたが,そ れが現実のもの となっ

たのは証 を述べようとした時です。恥

ずか しい ことですが涙があふれ出て,

言葉にな りませんで した。 こんなっ も

りじゃないと思 えば思 うほど,話 す こ

とができませんで した。それか らは妻

と共に教会 に集 い,生 活 にも少 し変化

が見 られ るようにな りました。共通の

話題 として聖典 が私たちの前 にあ り,

聖典 を通 していろい ろと話 し合 います。

また,私 たちにはひ とりの息子がお り

ます。彼は出生 の時,脳 に酸素が送 ら

れず障害者 として生を受 けました。そ

の息子が神様か ら授かった大切 な子供

であると学ぶ ことができ,今 では何 の

心配 もな く彼 を見守っていける自信 の

ような ものも持 て,深 く感謝する気持

ちでいっぱいです。神様 が,弱 い私た

ちを救 うためにこの世 にイエス･キ リ

ス ト様 を遣わ され,聖 典 を与 えて くだ

さった ことに本当に感謝 します。

現在私 は教会の神権指導者 によって

導かれ,日 々成長で きることに感謝 し

ています。 これからも教会 に集い,安

息 日を守 り,聖 典 を学び,祈 ることに

よって,人 々を平安な気持ちに導 き,

家族 と共 に永遠に生活できる力を神か

ら授 けられる ことを心から願 っていま

す。(ほ りた･か ず お 支部 日曜学校

会長会第二副会長)

｢汝 に経験 を

与 えんため｣

浦上スーザン

｢お めでたですね。｣お 医者 さん
の言葉 を聞いて,私 はびっ く.

りしました。頭の中で｢本 当に?や

っとできた?今 度,子 育てが天のお

父様か ら私 への次 のアサ イメ ン トか

……｣と 考 えました。

私たちは8年 前に結婚 しました。 そ

の間にずっと赤ちゃんが欲 しかったの

ですが,恵 まれ ませんで した。病院へ

行 って もいつも｢問 題 は別 にないです

よ｣と 言われ ました。 じゃ,ど うして,

どうして,ど うしてで きないの…… と

いっ も思い ました。その8年 間は私に

とって,と て もつ らか ったです。｢ま

だですか?子 供ぜんぜん欲 し くない

の?｣と 何回も聞かれました。妊娠 し

ている女性 を見 ると,い つ も心の中で

は,あ こがれ と悲 しみを感 じました。

自分 の子供ができな くて も,み んな

は神様 の子だか ら養子でももらいまし

ょう,と よく主人 と相談 をしました。

しか しいっ もタイ ミングが外れていた

か何かの理由で,そ の計画 を進めるこ

とがで きませんでした。

こうして8年 間を過 ごしました。そ

の間,良 い 日(別 に赤 ちゃんいな くて

も幸せですね)も,す ご く落 ち込んで

いる日(も う日本 はいやだ!)も あ りま

した。その ような中でいろいろな教会

の責任 を受けました。プライマ リーの

教師,副 会長,会 長 もや りました。 い

つ も責任 を果たす時,ハ ワイ生 まれの

私は日本語 と闘いました。 レッスンを

準備するために,ほ とんど毎週泣きま

した。 どれほ どっ らかったか,今 でも

うまく説明で きません。｢こ んなにっ

らいのにどうして,ど うして,ど うし

て天のお父様 は私にこれをやってほし

いの?｣と 思っていました。その後地

方部のプライマ リーの会長会 に召され

て,2,3年 後 には地方部の若い女性

の会長会 に召されました。

不思議 なことで したけれ ど,そ の責

任を受 けた時に,急 にその｢ど うして,

どうして,ど うして｣の 質問の答えが

少 しわか りました。 むずか しい日本語

と異文化 との闘いは私に とって準備 の

段階で した。 もし前 にこの経験がなけ

れば,若 い女性の責任 をうまく果たす

ことができなか ったで しょう。 日本語

を少し話 し,読 むことができるように

な り,ほ かの支部の人々に会い,教 会

のプログラムや組織 をもっ と深 く理解

で きました。すべては,と て もすばら

しい経験で した。北陸地方部の若い女

性の責任を果たしていた時,天 のお父

様は私 を使 って,キ ャンプ活動 を始 め

るよう望んでおられたと,目 が覚める

ように強 く感 じました。

2回 目のキ ャンプは無事 に終わって,

若 い女性 の責任か ら解任 にな りました。

私の次の使命 は何でしょうか と考 えま

した。ち ょうど祈っていたころに,先

の答 えを得 ました。

時間 はかか りましたけど,私 はこの

経験 から次 のことを学び ました。

天 のお父様 はご自分の予定表を持っ

ておられ ます。天父の時間 と私たちの

時間 は違 います。私たちの望んでいる

こ と(た とえば,す ぐ赤ちゃんが欲 し

い とか,今 年中に結婚 したい とか,こ

の人をす ぐに改宗 したいな ど)は 天 父

の望んでいることと一緒ではないか も

しれ ません。 もしかするとその前 に,

私 たちはしなけれ ばならない こと(自

分 にしかで きない こ と)や,学 ばな け

ればならない ことがあるか もしれませ

ん。天のお父様 は私たち一人一人 を愛

しておられます。そ して私たち一人一

人 にとって,一 番いいことを知ってお

られ ます。試練を受ける時,苦 しんで

いる時でも,私 たちはひとりではあり

ま.せん。天のお父様 も一緒に苦 しんで

お られます。手を伸ばせ ば必ず乗 り越

える力が与 えられ ます。

天のお父様 は見 てお られ ます。私た

ちが どうするかを。つ らくて も,正 し

い道を歩むか を。つ らい経験 は私 たち

の信仰 と忍耐 を強 める機会です。それ

ぞれのテス トに受かるために,私 たち

はただ天のお父様 を信 じて,｢こ の事
なんじ よ

を知れ,す なわち これ皆 汝 に善 か ら

んため,汝 に経験 を与 えんための もの

な り｣(教 義 と聖約122:7)と 言 われ

た主のみ言葉 を覚 えなければなりませ

ん。(う らかみ･す 一 ざん 初 等協 会

教師)
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いていた気持ちは決 まりました。私は

真実の神 を知 っている。それなのにな

ぜ,バ プテスマを延 ばす必要があろう

か。

私のバプテスマ は1月23日 日曜 日の

朝 と決 まりました。少 し残 った福音 の

勉強 と面接があったためです。その日,

朝 から雪が降っていました。六甲山か

らの冷たい風が吹いてフォン トに入 る

まで寒さに震 えていました。バプテス

マフォントは外にあり,水 が入れてあ

りました。 ところが不思議 と,バ プテ

スマを受 ける時には,水 の冷たさを感

じませんで した。む しろ温か くさえ感
あんしゆれい

じました。按手礼の時は体が熱くほて

ってかっか したほどで した。何 とも言

えない平安 と喜び,こ れで良か ったん

だ とい う思いが全身 を包み ました。

宣教師の約束 どお り,外 国での2年

間,私 は主に守 られ,導 かれ多 くの祝

福 を受 けました。無事 日本へ帰ること

がで きました。その後伝道へ出て神殿

結婚をし,現 在6人 の子供 たちに恵 ま

れ,す ばらしい妻 と共 に幸福な家庭 を

持っ ことができてい ます。

この教会が確かに真実のイエス･キ

リス トの教会であり,主 が生 きて私 た

ちを導いてお られることを心よ り証 い

たします。(ま つ や ま･ま さひ ろ 支

部 日曜学校会長会会長)

真理を求めて

大阪北ステーキ部豊中第3ワ ード部

木津幸男

物
心が付いたころか ら,私 は機会

あるたびに次 のことを考 えてい

ました。｢何 のために私 は生 きている

んだろう?｣｢死 ん だ ら人 はどうなる

ん だ ろ う。一体 ど こへ行 くん だ ろ

う?｣私 はそのふたつの疑 問の答 えを

知るために両親か ら学校の先生,親 類

の人々な どあ らゆる人々 に聞 きました

が,だ れか らも私の求めている完全な

答えを得 ることはで きませんで した。

私の疑問 を真剣 に考 えて くれる人 はい

ないばか りか,逆 に非難 される有様で

した。私はある時途方 に暮れて しまい,

半 ばその答 えを得るのをあきらめてい

ました。 しか し心の中では常に答えを,

正 しい答えを得たい と望 んでいました。

中学 を卒業 した後,家 が貧 しいため,

また家族 を養い助 けるために,私 は社

会に出て働 きました。収入の9割 以上

を両親 に渡 し,手 元 に残 ったわずかな

お金では遊ぶこともで きず,っ らい試

しの中で私の心にある疑問の答 えを得

たいという望 みはさらに強 くな りまし

た。毎 日様々 な教 えの中か らその答 え

を求やていました。そのような思 いで

過 ごしていたある日,テ レビのスイッ

チを入れた時の ことでした。ち ょうど

その時,キ リス ト教の番組 の中で牧師
ほうとう

が キ リス トの証 を,そ して｢放 蕩息

子｣の た とえ話 をしてい ました。私は

番組 を見なが ら心 を強 く動か され,何

か心 の中を強い力で貫かれるような,

今 まで味わったことのないほ どの感動

を得 ました。 なぜならそのメ ッセージ

が まるで私自身に向かって語 られてい

るかのように思 えたか らです。その番

組 の最後で｢明 日は日曜 日です。'お近

くの教会へ行 って ください｣と 画面に

書いてあり,私 は｢教 会 に行 こう｣と

決心 しました。 しか し問題がひ とつあ

りました。近 くに多 くの教会や教派が

あったために私の心は迷い悩みました。

聖徒の道/1992年9月 号
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｢ど この教会 に行 けばいいんだろ う
。

どこが真実の教会 なんだろう｣と 。

そのような迷いの中,あ る日曜 日の

朝,私 は目覚めてか ら家を出て,何 の

当て もなく一度 も通ったことのない道

･を歩 き,気 がつ くとこの教会の前 に立

っていました。その日はステーキ部大

会のために教会 の中にはだれ もいませ

んでした。仕方な く聖書を読むために

図書館に行 った ところ,聖 書 と一緒に

モルモ ン経が置いてあ り,こ れは何 だ

ろうと思 いなが ら読んでみうと,と て

も不思議な思 いが し,心 の中が温か く

な りました。

次の週再び この教会に行ったところ,

宣 教師の人 はびっ くりしなが らも温か

く迎え入れ,教 会の話 をして くれ まし

た。宣教師か ら福音を学ぶ時そ こにみ

たまがあり,喜 びがあ りました。図書

館で読んだモルモン経 についての証を

聞 き,ジ ョセ フ･ス ミスの最初の示現

を教 えられた時,私 は とて もうれ しく

な りました。一つ一つの事柄が神か ら

来たものだとみたまを通 して確信 を得,

長年私が求めていた答 えはこれだと知

り,バ プテスマを受 けることを決意 し

ました。17歳 の時でした。

家族の反対 のためす ぐには受 けるこ

とがで きず,6カ 月の間,で きる限 り

の正 しいことを家庭で行 なえるように

努力 しました。 また当時,私 のホーム

ティーチ ャーだった監督が家 に来て,

バ プテスマについて両親 に説明をして

くれ ました。両親 は,監 督 の人柄や態

度 を見て心 を和 らげ,そ れか ら約2カ

月後 に私がバプテスマの儀式 を受 ける

ことに同意 して くれました。

この期間聖典や教会の書物 を読み,

学 び,多 くの ことを発見 し理解す る最

高のチャンスを得 ました。 またそれは

バ プテスマを受 けてか ら14年 間続いて

います。私は知ってい ます。モルモン

経が神 のみ言葉であ り,ジ ョセフ･ス
たまもの

ミスが神の力 と賜 により翻訳 した こと

を。エズラ･タ フト･ベ ンソン大管長

が神 から召された予言者であ りジ ョセ

フ･ス ミスを通 して回復 されたすべて
かぎ

の権能の鍵 を継承 してい ることを。主

が生 きておられ,こ の教会が真実の教

会で ある ことを私 は知 って い ます。

(きず･ゆ きお ステーキ部書記)
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